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令和２年３月23日 予算特別委員会 議事録 

10時00分 開会 

 

○出席委員 （８人）    委 員 長 北地 範久    副委員長 小田上 尚典    委 員 細川 雅子、藤川 和弘、和田 芳弘、網谷 芳孝、山崎 年一、 

山本 孝三    副 議 長 寺岡 公章 
○欠席委員 なし  
○北地委員長 皆さん、おはようございます。 

  定足数に達しておりますので、ただいまから予算特別委員会を開会いたします。 

  改めてお願いしておきます。質疑、答弁は本来の趣旨に沿ったものとし、簡潔明瞭に行

ってください。発言される際には、挙手の上、委員長と呼んでいただき、指名を受けてか

らマイクのスイッチを入れ、マイクに近づいて発言していただきたいと思います。質疑に

当たりましては、予定している予算書等のページと項目を最初に述べてから、本来の趣旨

に沿って簡潔明瞭に行っていただきたいと思います。挙手がない場合は、２回目の質疑、

３回目の質疑と進めていきますので、質疑がございましたら素早く挙手をお願いいたしま

す。 

  それでは、令和２年度一般会計予算の審査を続行いたします。 

  これより歳入一括質疑に入ります。 

  第１回目の質疑を行います。質疑はございませんか。 

  網谷委員。 

○網谷委員 おはようございます。歳入で25ページの国庫支出金防衛施設周辺の各国庫補助

金ですが、これは民生費、農林水産業費、消防費となっておるんですが、僕の素人考えで

土木費にないのが気になるんですが。本年度もなく、来年度もないということなので、そ

の辺のところを事情か何かあればお願いします。 

○北地委員長 小田課長。 

○小田産業振興課長併任農業委員会事務局長 御質問のありました農林水産業費国庫補助金

の防衛施設周辺、民生安定施設整備事業補助金の関係でございます。こちらにつきまして

は、阿多田島内にあります漁港の船台の改修の関係の補助金でございます。 

  昨年度設計しまして、今年度、工事に入る予定にしております。 

  以上です。 

○北地委員長 建石課長補佐。 

○建石企画財政課課長補佐兼財政係長 委員が言われるとおり、民生費、農林水産業費、消

防費に歳入として計上いたしております。毎年度、予算編成の中で、この民生安定の事業

費の補助金は、必ずしも毎年予算計上されているものではありません。毎年度、予算編成
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の中で該当する事業費があれば、財源としてこちらが適するということになったら、こち

らのほうを充てさせていただいて予算計上という形をしております。 

  来年度、土木費に上がっていないということについては、毎年度土木費に上がっている

ものでもないんですけども、この補助金に該当する事業費がなかったということになりま

す。 

  以上です。 

○北地委員長 網谷委員。 

○網谷委員 要するに、たまたまこれに該当するものがなかったということですね。 

  それで聞きたいんですが、これは一種の防衛省の地域振興策の中にそういう意味も含ま

れるんですかね。関係なしに補助金だけということで、こういうのも大竹市の皆さんは御

存じだと思いますが、地域振興策というのが、私も議員になって３期目ですが、まだ余り

聞いたことがないんですね。これを振興策として要望するというようなことがね。ただ最

近、特に隣の県、また市町にとりまして大変な地域振興策として、数をあげれば43項目も

あげて、金額としても相当なもので比べ物にならんのですが、その辺のところは広島県と

山口県で違うというのもわかりますし、基地の所在地も岩国市ということで、重々わかっ

ておりますが、ただ我慢といいますか、被害といいますか、そんなふうになりますと特に

阿多田島ではそんなに、差がないと思いますが、いろいろな事情が絡んで難しいと思いま

すが、これから将来的にもこういう振興策というものを考えておられるのかどうか、その

辺のところをお願いします。 

○北地委員長 吉岡部長。 

○吉岡総務部長 何を指して言われているのかわからなかったんですけど、阿多田島の振興

策の話で言うと、離島振興の計画を立てておりますので、その計画等に基づいてやってい

くということになろうかと思います。 

  市全体の振興策ということになれば、特別にそういう名前のものをつくっているわけで

はないですけども、今、まちづくりをどういうふうにやっていくかというところで構想を

定めて、これから先やっていこうということにしております。 

  防衛の補助金の活用については、あくまでも補助金ですので、こういった事業には充て

られますよとかいうのが実際にはございます。岩国市とか、特に基地の所在地でございま

すし、基地に伴う障害に関係する補助金というのはたくさんあるんだろうと思います。 

  大竹市は距離がありますので、その辺のところは今、民生安定という形での補助金の使

用ということになっていますので、その限られた中でどういったものが充てられるか。市

がやるものでなければ当然充てられることもできませんので、市がまずどういったことを

やっていくのかというのを考えながら、その補助金というものをしっかりと活用していき

たいと思っております。 

  以上です。 

○北地委員長 網谷委員。 

○網谷委員 ありがとうございます。そういうことでなかなか難しいのはよくわかるんです

が、だとすれば、こういう補助金を、来年度は約１億3,000万円という、少し多いぐらい
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ですよね約１億3,000万円、例年と比べれば。というので振興策というのが若干難しいと

いうようなことがあれば、各課がしっかり研究していただきまして、補助金という形での

何でもいいんですから、交付金という形でやっていただければと思います。その辺のとこ

ろをよろしくお願いします。 

  それから関連になるんですが、再編交付金ですよね。令和３年度で一応終わるというこ

となんですが、もう令和４年度にはないということなので、時間とすれば、国の予算編成

から見たら１年と半分ぐらいしかないんですよね。その辺のところの、ザックリでいいん

ですが、目途といいますか、そういうのがあれば、全然まだ決まっていないということな

のかどうなのか、答えられる範囲でいいんですが、教えていただければと思います。よろ

しくお願いします。 

○北地委員長 吉岡部長。 

○吉岡総務部長 再編交付金が終わるというのは、これは法律上しょうがない。わかってい

ることです。法律自体は延長されていますけども、市がいただける再編交付金の期限につ

いてはもう終わるのは、これはしょうがないところでございます。 

  それにかわるものということでのお話だと思います。まだ、今のところ具体的にどうな

るというのはわかっておりません。引き続き要望等は続けておりますので、その成果が出

ることを今、期待しているという状況でございます。 

  以上です。 

○北地委員長 網谷委員。 

○網谷委員 わかっていないということですが、これから１年半ぐらいを目途に、本当にし

っかりと全力で取り組んでいただきますよう、よろしくお願いいたします。 

  終わります。 

○北地委員長 ほかに質疑はございませんか。 

  山崎委員。 

○山崎委員 自主財源と依存財源の関係、それから繰入金、それから本年度新しく法人事業

税交付金というのが入ったと思いますが、これの説明と、市債が一期に膨れ上がったとい

う部分について、お伺いしておきます。 

  自主財源と依存財源の関係でございますが、ずっと経年で平成29、30、31年度と自主財

源のほうが多くて、依存財源のほうが少なかったんですね。過去３年間で、大体52％から

53％が自主財源で、依存財源のほうが大体47％ぐらいか、低いときで44％ということだっ

たんですが、今年度、大変予算が大きくなったということで、市民の皆さんからも声を伺

っておりますが、自主財源のほうが84億円余りということで、47.4％、依存財源のほうが

93億5,000万円余りで52.6％、今までの過去３年間の自主財源と依存財源の関係からいう

とひっくり返っておるといいましょうか、自主財源のほうが少なくなって、依存財源のほ

うが多くなっている。過去３年間は逆だったんですが、こういったことについて、なぜこ

ういう状況なのか。また、この自主財源が少なくて、依存財源が多くなるということは、

こういったことはこれからも続けられるのかどうかということお伺いします。 

  それから２点目、繰入金ですが、平成29年が３億3,000万円、平成30年度が６億5,000万
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円、平成31年度が約10億円だったのが、令和２年度が一気に約14億7,300万円と膨れ上が

りました。この繰入金が膨れた原因。 

  それからことし新しく、今までになかったものだと思うんですが、法人事業税交付金と

いうのが4,497万4,000円ほど入っていますが、なぜこういう交付金ができたのかというこ

とを教えてください。 

  それから最後に市債ですが、前年度から言うと、一気に膨れ上がりました。平成31年度

が約19億8,700万円だったのが、令和２年度、約38億1,300万円になったと思うんですが、

約13％から約21％に膨れ上がったんですが、この関係、恐らく建設事業の関係でこうなる

んだろうとは思うんですが、少し説明をいただければと思います。よろしくお願いします。 

○北地委員長 建石課長補佐。 

○建石企画財政課課長補佐兼財政係長 それではまず自主財源と依存財源です。自主財源と

依存財源の例年の割合というのは委員が言われるとおりだと思います。令和２年度、依存

財源のほうが多いという形になっております。これはなぜふえたのかといわれると、４点

目の質問にもつながるんですが、市債がふえたからということになろうかと思います。 

  令和２年度、過去最高の予算額となっております。大規模な継続事業が複数重なったと

いうことが要因です。大規模事業を実施するために市債の借り入れ額というのも令和２年

度、多くなっております。なので今後続くのかということになりますと、そういったこと

はない。大竹駅周辺整備事業は令和３年度以降も続きますけれども、３年度以降はいつも

のペースに戻るのかなと思っております。 

  ２点目、繰入金です。繰入金がふえた理由ということになりますと、見比べますと、地

方創生事業基金とか市営住宅基金とかがふえたということになります。地方創生事業基金

は大竹駅周辺整備事業の財源として、市営住宅基金は御園集会所建設事業の整備事業の財

源としてというのでそれぞれ繰り入れをしております。対象となる事業費があれば、繰入

額、特定目的に関してはふえるということになろうかと思います。 

  続きまして、法人事業税交付金です。これは令和２年度から全国一律で、予算計上をど

の団体もしていると思います。市町村の法人住民税の法人税割の減収分の補塡措置として、

この交付金が法人事業税の一部を都道府県から市町村に交付するという形になります。減

収補塡と思っております。こちらのほう、交付税に75％算入されるという形になります。 

  ４点目、市債です。市債は言われますように、約19億8,700万円が約38億1,300万円に、

令和２年度は大幅に増となっております。繰り返しになってしまいますが、令和２年度、

大型事業の財源として起債の発行額もふえるという形になります。要因としてといいます

と、大型事業ということになるんですけども、大竹駅周辺整備事業、大竹会館改築等事業、

本庁舎耐震改修事業、また、新たに始まる市立保育所等整備事業、この４つ。大竹会館改

築等事業だけで15億円以上の起債を予算上は予定しておりますので、そういう大型事業を

着実に実行するため、地方債の借り入れも予算ベースでふえているというような状況です。 

  以上です。 

○北地委員長 山崎委員。 

○山崎委員 ありがとうございます。 
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  法人事業税交付金というのは、これからもずっとあるという解釈でよろしいですか。あ

りがとうございました。 

  それで実は財務省が２月10日に発表した国債と借入金、政府短期証券を合計した国の起

債が2019年12月末で1,110兆7,807億円となったと、過去最高額を更新したということであ

りまして、2020年１月１日現在時点の総人口が１億2,602万人ですから、これを割ると国

民一人当たり約881万円の借金を抱えるということになります。政府は2025年度末までの

基礎的財政収支、いわゆるプライマリーバランスの黒字化を目指しているということであ

りましたが、とてもそんな状況ではないということはいろんな報道等でも明らかでありま

す。 

  また、今回の新型コロナウイルスは想定外の出来事で、財政を一段と悪化させて、今朝

の新聞報道では31兆円の補正を組むというような話も出たようでございまして、そういっ

た状況からしましたら、まだまだ基礎的財政収支なんて問題じゃないんだろうと思います。 

  ところで広島県の県債残高が平成30年度末で２兆3,005億円、平成30年10月１日の人口

推計が281万9,962人でありますから、借金を人口で割ってみると、81万5,791円になりま

す。大竹市の平成30年度末起債の残高が366億円で、2019年３月の人口が２万7,087人でし

たから、一人当たりにすると約135万円になります。国と県と大竹市民の一人当たりの借

金合計で1,097万5,000円余りになって、要するに約1,100万円にも及んでおるわけです。 

  こういった起債を我々国民が背負っておるわけであります。また、今回の新型コロナウ

イルス、これからも経済的には大変な状況になっていくんだろうというような報道や有識

者の見解等も示されております。 

  そういった中で、これからの今までどおりの形の市政の運営で大丈夫なんだろうかとい

う不安を持つわけです。例えば一時的に建設事業をとめることで、そういった住民の不安

を取り除くとかいった方向転換が必要な時期にきておるんじゃなかろうかという気がする

んですが、そういったところについて、いや、大丈夫ですよと、今の状況でも十分にやっ

ていけますよという見通しがあるのかどうか、その辺のところと、今の約1,100億円にも

及んでおる大竹市民一人当たりの起債をどう捉えていらっしゃるかということをお伺いし

たいんですが、その２点をひとつよろしくお願いします。 

○北地委員長 建石課長補佐。 

○建石企画財政課課長補佐兼財政係長 今回も資料要求されておりますけども、将来的なも

のについては推計を常に行っております。 

  令和２年度、多くの建設事業が重なりましたので地方債の発行額がふえまして、残高も

言われるようにふえるという形になっております。地方債残高がふえること、事業をする

ので、半分以上当たり前なんですけども、必ず返しますので、決して不安に感じていない

ということはありません。それで令和２年度、発行額をできるだけ抑えるために、これま

でためてきた基金とかも活用しておりますし、令和２年度は普通交付税の参入のない起債

というのを全く借りないという形にしております。事業を実施するときには地方債を借り

ざるを得ないという状況にはあるんですけども、そんな中でも普通交付税の算入率の高い、

我々が有利な起債といったりしますけども、そういったのを活用して、できるだけ一般財
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源の負担が少ないような取り組みはしております。 

  新型コロナウイルスについてです。４月に国が緊急の経済対策を発表する、固定資産税

ですかね、減免するんだとかいろいろ案が出ている状況のようです。そういった施策とは

別に、経済状況はどうなるのかというのも心配はしておりますが、今時点では見通せない

状況ではあろうかとは考えております。 

  あと、一時的に建設をとめるという考えがあるかということですけれども、推計の話に

なってしまいますけれども、この大型事業が来年度、再来年度と少しずつ一段落していき

ます。そのときには、令和４年度が地方債残高のピークと考えておりますけど、普通建設

事業費を抑制して、地方債残高の増加を防ぐというのは必要であろうとは捉えております。 

  以上です。 

○北地委員長 山崎委員。 

○山崎委員 ありがとうございます。 

  それで、現時点では見通せないということだと思うんですが、私も確かにそうだと思う

んですが、ただ、現時点で大体想像がつくのは、大変な経済状況になるんだろうというこ

とは私も想像がつくわけでして、そのことについてはほぼ間違いないという状況だと思う

んですね、そういったときに、大竹市として、現在進んでいる大竹会館改築等事業とか大

竹駅周辺整備事業とか、こういったことについてストップするというわけにはいかんと思

うんですが、今後これから新たに始める事業について、少し見直すという方向が必要では

ないかなという気がするんです。特に端的な例を言えば、ストップできるものはストップ

して、次年度、あるいはその翌年度へ繰り越していくことの中で、現在の経済的な切迫し

た状況がくるであろうということについての見通しを立てていくことについて、ぜひこれ

から市政を進めていく上で検討していただきたいということをお願いして終わります。 

  ありがとうございました。 

○北地委員長 他に質疑はございませんか。 

  山本委員。 

○山本委員 歳入の16ページですが、市民税について個人の市民税は前年度と比べて新年度

増額が見込まれるということになっておるんですね。ところが法人の場合は税収が減ると

いうことになっておるんですが、私どもの感覚で言えば、消費税率の引き上げだとか、年

金の引き下げだとか、それから市民の皆さんの個人営業者にしても、中小零細企業で働い

ておられる方についても、収入がふえるという明るい見通しを持った声は全然聞かれんの

よね。それでも新年度、個人の市民税の納付額がふえるということになっているんですが、

これはどういう根拠で個人の懐が豊かになって、税金を納めてもらう人がふえて、税収の

増額になるという見方をされているんですか。 

  逆に法人の場合は、前年度と比べて減額だと、大手企業、法人の中小企業とありますけ

ど、中小の法人が減るということになれば、そこで働いておられる人も職場を失うという

ことがあるかもしれないし、雇用契約の上で、今までの給料や、賃金より引き下げが行わ

れるということにもつながるわけなんですが、私のこうした見方、理解の仕方が間違って

いるということであれば、そのように言ってもらえんですかね。 
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  今言いました、個人の市民税はふえるが、法人は減るんだというその理由なり、根拠な

りをお願いしたいと思います。 

  それから、放課後児童クラブが令和２年度、新年度に民間委託による運営をすることを

執行部のほうでは予定されております。その予算措置として、この歳入に上がっている保

護者負担がかなりふえますよね。それが予算上の措置として出されておるんですか。だか

ら４月１日から実施だということに踏み切るわけやね。歳出のところで私は、放課後児童

クラブは、教育の一環としてこれまで位置づけられて、それなりの対応を大竹市もやって

きたと、それを手抜きの民間委託なんていうのはどうかなという疑問を私は大いに持って

おるんですが、せんだっての総務文教委員協議会の席では、賛否を問う場ではありません

から、説明を聞かせてもらったという範囲に終わったんですが、予算措置としては、この

歳入に上がっておる保護者負担だけですか。歳出の上で従来どおりの人員配置なり、教育

の一環としての措置だということでの対応が全然見られんよね。項目的にも、私も気をつ

けてみたつもりなんですが、そういう財政措置が見当たらんかったんですか、その辺のこ

とも含めて説明をお願いしたいと思います。 

  それからページ数で言えば34ページに、自然保護協力奨励金というのが歳入として計上

されていますよね、金額は大きなものではありません。大竹市内で自然保護について、行

政サイドだけの取り組みなのか、その他自然保護団体等も含めた組織や個人があって、そ

ういうことに対する奨励を大いにするということで取り組んでおられるということなのか

どうか、その辺、紹介を含めて説明をお願いしたいと思います。 

○北地委員長 どうぞ。 

○浅田市民税務課市民税係長 まず、個人の市民税の関係の増額についてですが、こちらは

近年、人口は年々減少しているんですが、当初賦課額については年々増加しております。

来年度においてもそれほど減らないであろうと見込んで、同様の率で増加するであろうと

見込んで計上しております。 

  以上です。 

○北地委員長 柿本課長。 

○柿本生涯学習課長 それでは放課後児童クラブについてお答えさせていただきます。 

  今、委員がおっしゃったのは、令和２年度から民間委託というようなお話をされました

けども、令和３年度から民間委託という方針で進んでいます。来年度につきましては、債

務負担行為という形で予算を組んでおりますけれども、来年度は直営ということでござい

ますので、保護者負担金等については変わりません。 

  保護者負担金が今後どうなるのかということですけれども、令和３年度から民間委託と

いうことになりましたら、教育費のところでも申し上げたかと思うんですが、時間延長、

現在は18時までのところを18時30分まで時間延長をしたいという提案をさせていただいて

おります。このことにつきましては保護者負担金、利用料がふえるかどうかというのは来

年度検討していきたいと考えております。 

  保護者負担金の予算につきましては、予算書の20ページに、放課後児童クラブ入所児童

保護者負担金897万円がございます。これがいわゆる利用料ということになります。 
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  それから36ページに雑入としてあがっておりますけれども、一番上に放課後児童クラブ

傷害保険保護者負担金というのがあります。こちらが児童がけがをしたときに保障される

保険料となりますが、こちらは保険料の800円を保護者と市のほうで400円ずつ折半してお

ります。その保護者負担分がこちらの保護者負担金ということになります。 

  利用負担金も、こちらの傷害保険の保護者負担金も来年度は変更はございませんので、

額としては変わっておりません。 

  以上です。 

○北地委員長 池田課長。 

○池田市民税務課長 34ページの雑入でございます。自然保護協力奨励金22万2,000円でご

ざいます。これは三倉岳県立自然公園の土地に係る固定資産税を減免しております。それ

に対しまして、広島県のほうから減免相当額を交付していただいているというものでござ

いまして、筆数にして40筆、納税義務者にして17名ということでございます。 

○北地委員長 山本委員。 

○山本委員 法人の市民税が減る理由は。 

○北地委員長 法人の関係。岡崎主幹。 

○岡崎市民税務課主幹兼収税係長 法人の令和２年度予算が減少している要因なんですけど

も、まず、平成28年度、税制改革において地域間の税源の偏在性を是正し、財政力格差の

縮減を図る目的で、令和元年10月１日以後の事業年度の開始分の法人から、法人には均等

割と法人税割があるんですけれども、法人税割の税率が12.1％から8.4％に引き下げられ

たことが主な要因となります。 

  先ほど、法人事業税交付金の説明が企画財政課のほうからあったと思うんですけれども、

この法人税割が下がった部分については、この法人事業税交付金という形で交付されるこ

とになっております。 

  以上でございます。 

○北地委員長 山本委員。 

○山本委員 それで法人のほうは減税措置がとられたということですが、これは国が決めた

から上意下達で市町村でそうするんだということだけではない、市町村に裁量権はあるで

しょう。それで今問題になっていることも皆さん御承知だと思うんですが、大手企業を中

心に法人の年々のもうけが蓄積されて、内部留保金が600兆円を超えるということが言わ

れておるこの時期に、さらにこの法人税の税率を引き下げるということは道理に合わない

と思うんだけど、私は。市町村の長に裁量権があるなら、その裁量権を生かして、税収に

資するという姿勢があってもいいと思うんですが、そこのところはどうなんですか。 

  それで市として、大竹市は法人税という場合、この所得に応じた税収もさることながら、

固定資産税、償却資産税等も含めて、かなり大手８社に対する依存度が今までも高かった

し、期待も大きかったんですが、そうした大手８社のこの法人市民税、それからそれ以外

の中小企業の法人市民税、税収額としては大きくどういう状況ですか。 

  それから固定資産税も、これは新年度変更がありますよね。減収になると。せんだって

この新たな土地評価についての標準値における数値が発表されましたよね。 
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○北地委員長 途中ではございますが、今までの質疑の中で答弁できるところはお願いいた

します。 

  岡崎主幹。 

○岡崎市民税務課主幹兼収税係長 法人市民税についてです。法人市民税の税率というのは、

国の税制改革で全国一律に税率が変わったものですので、市にはそれを変える、変えない

の裁量権というのはありません。ただ、法人税割の、この間からこの間のパーセンテージ

の税率で定めなさいという中で、大竹市の場合はその上限いっぱいの税率でとっておりま

すので、そこについては大竹市の裁量で上限いっぱいの税率としております。 

  以上でございます。 

○北地委員長 岡崎主幹。 

○岡崎市民税務課主幹兼収税係長 法人市民税の大手企業とその他の企業の税収等について

なんですけれども、平成30年度の実績でいきますと、大手企業の割合については約40％と

なっております。 

  以上でございます。 

○北地委員長 中小企業についてはいかがですかね。残りが中小企業ということですか。 

  岡崎主幹。 

○岡崎市民税務課主幹兼収税係長 残りの分が中小企業ということになるんですけれども、

残りが約60％ということになっております。 

  以上です。 

○北地委員長 他に質疑はございませんか。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○北地委員長 以上で１回目の質疑を終結いたします。 

  ２回目の質疑を行います。 

  山本委員。 

○山本委員 法人市民税について、税率が全国一律という説明でしたが、そんなことはない

でしょう。大竹市が神尾市長か豊田市長時代にも国の税率に満たない優遇措置として、市

長の裁量権行使で税率を引き下げて課税しよったので、自治体の固有の権利でしょうがね。

そこのところはっきりしてください。 

  それから、その減収が大手８社が40％の減収というふうな説明という理解。６割が中小

企業の法人だと、こういうことで６割もの中小企業の法人が減収になるような状況で、何

で個人の市民税がふえるん。そんな甘いと言うか、言い方は悪いかもわからんが、どうも

根拠らしいものが釈然としないわね。大竹市が企業誘致以来、働く者のまちとして、そこ

に雇用される皆さんの生活実態というのは大いに企業の動向に影響を受けてきたわけです

から、そういう働く者のまちとして、大竹市の人口構成でも、職場で働いておられる人が

大多数であって、そこでの景気動向というのは大いに影響を受けるということになると思

うんですね。それなのに個人の市民税の税収がふえるということは、収入所得がふえると

いうことの裏表の関係ですからね。だから個人の市民税は税収がふえる、法人の市民税は

減るのは釈然とせんのんですが。 
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  もう一度そこのところを。 

  それから固定資産税について、標準値の評価額、これが発表されましたが、これは新年

度は全然関係ないことですか。 

○北地委員長 三原部長。 

○三原市民生活部長 個人市民税と法人市民税の関係です。 

  まず、法人市民税なんですけれども、これは各法人が事業年度というものをもっており

ます。必ずしも４月から３月に営業したものに対して税金がかかるわけではありません。

１月のところもあれば３月のところもあるということで、ことしそこそこの法人が１年間

事業をした結果ということになります。 

  それで見たときに、税率の話をしていました。確かに委員が言われるように、ずっと以

前は、私も税務課にいたころなんですけど、13.2％が標準税率のころに、12.3％というこ

とをしておりました。法人市民税を安くして、大竹市に企業に来てもらおうという政策を

ずっととっておりましたが、途中から暫定的に中小企業の方はその税率を継続して、大企

業のところは制限税率というんですけど、地方税法で決められている上限いっぱいの税率

までお願いをしましょうということでお願いをしてきました。 

  その後、全ての法人市民税を制限税率でいただくということにしております。現在もそ

れが変わっていなくて、標準税率9.7％のところを12.1％でいただいております。令和元

年10月１日の事業年度開始の事業所からは、今度は税額が変わりますと申し上げましたが、

地方税法で標準税率が6.0％に変わりますということです。うちはそこを8.4％でお願いを

しているところです。法人市民税の、法人市民税に限らないんですけれども、大竹市は法

人からの収入がたくさんあるまちです。多少は法人に依存しているところもあるかもしれ

ませんが、そういうところで協力をお願いして、現在、そういう制限税率でいただいてい

るというのが実態です。 

  次に、個人市民税なんですが、法人市民税がそれぞれの事業年度が違いますよと言った

んですけど、個人市民税は昨年の所得に対してことし課税をします。だから、新型コロナ

ウイルス以前の話なんですけど、平成31年度ですかね、割とまだ景気がよかった、上を向

いていたという状況です。なので、平成30年度より平成31年度のほうがより景気が上を向

いていたといったらおかしいんですけど、少し上がり調子だったということで、所得もそ

れぞれのところが上がっているというデータがございまして、それをもとに上げておりま

す。 

  今、新型コロナウイルスの関係でこういう状態になりました。今後どうなるかというと

ころはあるんですが、これに対して、市民税に対して、減免の対象がどのぐらい出てくる

のかであるとか、徴収猶予がどのぐらいの期間で出てくるのかということが今後出てこよ

うかと思います。そういったことで、ここに予算額であげているもの、もしかしたら全て

が入ってこないということはあろうかと思います。ただ、予算を計上する段階においては、

景気が上向いていたということでこういう結果になっております。 

  以上です。 

○北地委員長 小野係長。 
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○小野市民税務課固定資産税係長 先日発表された地価公示についてなんですが、今回、バ

ブル期以降で、広島市や廿日市市は数年前から地価が上がってきていたんですけど、今回

の地価公示において、秋の地価調査でも初めて上がったんですけど、今回、県の分ではな

くて国の数字においても、バブル期以降で初めての上昇になりました。ただ、これがすぐ

に税金に影響があるのかと申しますと、令和２年度の土地の固定資産税については、令和

元年７月１日の数字で、下落の時点修正をかけますので、地価調査で上がっているところ

もあるように、上がっている土地もあるんですけど、それは評価替えまでは据え置きとな

ります。 

  評価替えの令和３年度につきましては、今後の令和２年７月１日の下落の状況にもよる

んですけど、一部の地区で上昇に転じる可能性はあります。ただ、上昇した場合において

も、負担調整の制度といいまして、評価額があって課税標準額があるんですけど、これは

ワンクッション置かれているので、小さな上昇だと据え置きになることも多いです。ただ、

大幅な上昇があった場合は、前年度の課税標準額に５％が上乗せされて課税されます。 

  以上でございます。 

○北地委員長 山本委員。 

○山本委員 さっきの法人は減るが、個人はふえるということで質問を重ねておるんですが、

それは新年度、個人の税収がどうだこうだという場合は、令和元年度の収入所得を基礎に

した課税になるというのは私も知っておりますよ。しかもこの予算編成の時期は、今のよ

うに新型コロナウイルスによる感染問題が深刻な状況になっておるようなことじゃなかっ

たから、だから通年の判断に基づいて予算は措置されたと思う。だから問題にしておるん

ですよ。先ほど触れたように、大手企業を中心に企業のもうけをため込んでおると言われ

る留保資金は年々増額しよるんですよね。それなのに一方じゃ減収になる見通しで、一方

じゃあ増収になるという見通しでは話の筋が合わんじゃないですか。だから何で個人の税

収はふえる、その根拠のあるものをどう見ておられるかということを問うとるんですよ。 

  それから、裁量権があるなしの話についてですが、市町村長にその裁量権はないんです

か。 

  それから、固定資産税の問題も、大竹市は、都市計画区域内の土地の変動はそんなにあ

るわけじゃない、むしろどんどん宅地化が進んで、固定資産税そのものは増額になっても、

減額になるような状況じゃないと思うんじゃがね。何で減額になるのか理由があるのです

か。 

○北地委員長 小野係長。 

○小野市民税務課固定資産税係長 固定資産税の減額は、土地とか家屋は次年度は上昇、幾

らかふえる見込みです。土地につきましては、地価が下がっているところと、下げどまっ

ているところとが両方あるんですけど、沿岸部については下げどまっているので、下げど

まっていても、先ほど申し上げた負担調整の制度というのがあって、バブル期の後遺症で、

まだそのときの水準まで上がりきっていない土地なんかが一部残っていますので、そうい

った土地の上昇分で土地の税額が微増していたりします。家屋については、評価替えの令

和３年度は経年減点といいまして、年数がたった分価値が落ちるので、令和３年は下がる
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んですけど、令和２年度については新築による増分がございますので、幾らかふえており

ます。 

  下がっている一番大きな原因は、企業の償却資産でございます。これは設備投資がやっ

ぱり伸び悩んでおりまして、設備投資が伸び悩みますと、その分、減価償却がやっぱり大

きいもので、それに価値が追いつくだけの設備投資がないことが減収の原因でございます。 

  以上です。 

○北地委員長 浅田係長。 

○浅田市民税務課市民税係長 個人の市民税の増の部分についてなんですが、試算をする段

階で、令和２年度地方財政収支の仮試算というのがありまして、そちらを参考にして、そ

ちらが伸びているというところ、全国的な傾向でそう出ているのでそれを見た点が一つあ

ります。 

  それともう一点、大竹市において、納税義務者数ですけど、人口は減っているんですけ

ど、納税義務者数については減少してない、横ばいないし、多少の増減はあるんですけど、

変わっていない状況もあるので、そのあたりを見越して若干の増を見込んでいるところで

す。 

  以上です。 

○北地委員長 三原部長。 

○三原市民生活部長 地方税法の関係、法人市民税に裁量があるのかということでした。先

ほど、地方税法に定めてある標準税率より大竹市は高い制限税率というのが地方税法で定

められる一番高い税率です。これを定めているということは、市長が裁量権をもって決め

て条例をお出しして、議会で決めていただいたということですから、ここの上がっている

部分というのは、大竹市全体で決めた裁量権だと思っております。 

○北地委員長 山本委員。 

○山本委員 だから市長に裁量権はあるんでしょう。裁量権があるんだから、負担能力に応

じた負担をしてもらうという原則をどう貫くか、そのことがまた公平な負担につながる道

だと私は思っているから言っているんですよ。それで今政府も新型コロナウイルスの感染

が下火になる傾向にないと、むしろ感染者がまた広島でもふえたという報道もありました

けど。今、納税者も税金もさることながら、保険料、その他についても、納付の猶予をす

るかどうかということが議論せざるを得ないという状況になっておるわけですが、大竹市

もそういった面でも、市長の判断で納税者に余り大きな負担を負わせるということがない

ような措置をお願いしたいと思うんですが、こうした問題についても、国が決めればやる

ということになるんですか。市町村段階で国に先駆けてそういった措置をとるということ

もあってもいいと私は思うんですが、そこはどうなりますか。 

○北地委員長 副市長。 

○太田副市長 国に先駆けて新たな政策をつくりなさいという意味合いとお受けいたしまし

た。議員の皆様の意見も聞きたいところではございます。例えば教えていただきたい。こ

れ質問はできませんので、教えていただきたい。どういうことをやればいいのか。 

  先ほどの大手企業の内部留保資金はたくさんあるという話がございます。国のほうでも
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大手企業に対しては、内部留保資金を直接、例えば協力企業を支援することによって、全

体的に経済対策をしようというような考えも出て、実際に国のほうではそのとおりで動い

ているようでございます。しかしながら、実際にまだ目に見えた発表もありませんし、数

字もありません。 

  大竹市として、例えば独自の経済対策、今のところ国、県の支援にかぶるような支援を

しても、それだけ大竹市に財源がおりてきませんので、その辺について、国、県が今から

どのような支援策をして、支援対策をつくり、それによって実際に実施するのは私たち地

方公共団体になってくる、窓口になって直接動くのは。そのあたりのこともいろいろ考え

て、これから大竹市の企業、市民のために働いていきたいと思っておりますが、できれば、

直接どういう対策が皆様に有効であるか考えておられるのか、教えていただきたい。反問

ではありません。教えていただきたいと思っております。またそれについても協議をした

いと思っております。 

  以上です。 

○北地委員長 山本委員。 

○山本委員 行政サイドの中枢におられる方から意外な言葉を聞いたので、私もそれに応え

て申し上げたいんですが。 

○北地委員長 途中ではございますけども、時間がきましたので。 

  他に質疑はございませんか。 

  山崎委員。 

○山崎委員 端的に伺います。本市の森林環境税の対象者となる人については何名ぐらいい

らっしゃるか。この税務概要を見ますと、均等割・所得割のものといって、平成30年度の

人数が挙げられておりますので、このどこを見たらいいのか教えてください。 

○北地委員長 浅田係長。 

○浅田市民税務課市民税係長 税務概要の均等割のみのものと、均等割・所得割のもの、両

方あわせた額の約１万3,500人ぐらいがこの森林環境税の対象になるであろう人の数にな

ります。 

  以上です。 

○北地委員長 山崎委員。 

○山崎委員 ありがとうございます。これで納得いたしましたが、いずれにしましても、現

在、森林環境譲与税と、ひろしまの森づくり事業交付金、それから環境貢献林整備事業県

補助金、これを足すと大体この金額になるということですから、ほぼ現状を見越した上で

こういった交付金とかをつくっていらっしゃるのかなと思うわけですが、ところが８対２

とかいうようなことになると、これから300万円ぐらい少なくなるんだろうと思います。

そうすると大竹市に交付されるのが1,000万円ぐらいになるのかなという気がするんです

が、そういったことでいくと、現在より下がってくるということになります。 

  それで森林環境譲与税と、ひろしまの森づくり事業交付金、環境貢献林整備事業県補助

金、このそれぞれの役割と言いましょうか、事業について参考のために教えてください。 

○北地委員長 前田主幹。 
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○前田産業振興課主幹兼農林水産係長 まず、ひろしまの森づくり事業でございますけども、

こちらは公金を活用しまして地域資源の保全活用事業と、歳出の項目でございますけども、

里山林整備委託料、また林業活動支援事業補助金を充てて事業を実施しております。 

  環境貢献林整備事業県補助金については、人工林間伐業務補助金の交付金として充てて

おります。 

  また、森林環境譲与税につきましては、この前の総務文教委員会でも述べさせてもらっ

たように、人工林で公有林でない、民地ですね、所有者の同意を得て、森に還していく事

業を実施していく予定でございます。 

  以上です。 

○北地委員長 山崎委員。 

○山崎委員 そうしますと、新しくこの森林環境譲与税ができますよね。これでひろしまの

森づくり事業交付金が果たしている役割と言いましょうか、そういったものと環境貢献林

整備事業県補助金が果たしている役割というのを、この森林環境譲与税で、今聞くと若干

中身が違うようですが、全部賄うという方向になるんでしょうか。ひろしまの森づくり事

業交付金と環境貢献林整備事業県補助金を森林環境譲与税で賄うのかということをお伺い

します。それともこのどれか一つぐらいは残るのか、そこを教えてください。 

○北地委員長 小田課長。 

○小田産業振興課長併任農業委員会事務局長 森林環境譲与税の関係でございます。こちら

のほうにしまして、ひろしまの森づくり県民税とは県税でございます。譲与税はもともと

が森林環境税でございますけど、県のほうでは、この今の森林環境税が入りましても、当

面の間、現在のひろしまの森づくり県民税をなくしますという話はまだこちらのほうには

入っておりません。両立していくという形になろうかと思います。 

  ですので、新年度におきましても、今まで対応しておった県民税に関する事業を予算計

上させていただいておりますし、この森林環境譲与税、こちらの方で行う事業についても

予算を計上させていただいております。並行して行っていくという形になります。 

  以上です。 

○北地委員長 山崎委員。 

○山崎委員 先日の議会の答弁では、ひろしまの森づくり事業交付金についてはなくなるん

だろうというような答弁だったような気がするんですが、ひろしまの森づくり県民税とい

う税金やね、500円、この部分についてはなくなるんだろうと、統一されるんだろうとい

う話を伺ったように私は思ったんですけども、今聞きますと、もう森林環境譲与税の果た

す役割、人工林とか公有林でない部分の整備とか、それからひろしまの森づくりでは、里

山林の保護とか、それから環境貢献林整備事業県補助金では、間伐や何かの補助金とかい

うようなことで、事業の内容は全然違いますよね。この事業の内容をこのまま森づくりも、

環境貢献も残るんだということであればいいと思うんだけども、これが制約されるんだと

いうことになれば、この事業は引き続いて森林環境譲与税で賄うのかどうかというのが私

の質問なんです。済みません、聞き方が悪いのかもわかりませんが、要するに、税制が変

わることで事業の内容がなくなっていくものがあるとすれば困るなということで伺ってい
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ます。お願いします。 

○北地委員長 小田課長。 

○小田産業振興課長併任農業委員会事務局長 森林環境譲与税でございますが、こちらにつ

きましては、今、県のほうからの話を聞く中ではの話でございます。これまでの県民税で

は対応できなかったことについてこの森林環境譲与税を使って事業を実施していくと、こ

れを基本にして考えておりますとお聞きしております。ですから、今の県民税の関係、こ

ちらにつきましては、今までと同じような形で事業の実施といいますか、こちらのほうを

していくというようなお話を聞いておりますので、市のほうも同じような考えでおります。 

  以上です。 

○北地委員長 他に質疑はございませんか。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○北地委員長 以上で第２回目の質疑を終結いたします。 

  第３回目の質疑を行います。質疑はございませんか。 

  山本委員。 

○山本委員 私は今、国のほうでの納税の期間の猶予とか、保険料等の納付時期の猶予とか

いうことを実施する検討なり、方向が議論されている状況にあるわけですね。これはひい

ては、今、さらなる感染が拡大する状況下で、事前にその納税者の生活実態を踏まえた対

応をすべきだという判断のものとで議論をされたり、対策を具体化する当面の措置を取ろ

うとしていると理解はしているんですが、それを待つまでもなく、市のほうでも、今言っ

たようなことについてはやれる事柄だと思うんですね。ですからそうしたことに目を向け

た対応についても、既に市長以下担当部署における職員の間で協議をされておるのかもし

れんが、先ほどの話じゃ、逆に何ができるか言ってみいというふうに姿勢を露骨に示され

たので、私も意外な感じがしたんですが、私が言いたいのは今のような事柄なんですよ。

一番市民の皆さんと生活実態を踏まえた対応ができるのは、市町村の窓口ですから、そこ

での職員の皆さんが市民からの悩みなり、生活実態を踏まえた要望なりがあれば、それを

やっぱり温かく受けとめて対応をするというのが、私は市民に奉仕すべき皆さんの姿勢で

あってほしいと思うんです。それをどういう対応ができるか言ってみいと、議員のほうで

具体策があれば示せというふうなことをおっしゃったのでは、私は余りにも市民の皆さん

の行政に対する、頼りにされておるんですから、そういう気持ちにそういうようなことに

ならんのじゃないかなと思うんですが、もう一回答弁ください。 

○北地委員長 副市長。 

○太田副市長 山本議員の御見識の高さに感服しております。 

  まず、私どもはきょう朝の８時40分から新型コロナウイルス対策の本部会議を開いてお

ります。その中で大竹市民の生活実態に即した対応があるかないかという話も出てきてお

ります。例えば公共料金等の納付の猶予、まず上下水道局にはそのようなお話が既にきて

おりますので、その方向で対応していくような話になっております。また納付の猶予につ

いては、大竹市の場合、公共料金については既にそのような制度がございますので、あえ

て取り上げなくてもそういう対応はさせていただいておるところでございます。 
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  それと、私が今一番心配しておるのは、消毒液とかマスクの問題でございます。マスク

は丸っきり影響のないようなことを言われる先生方もいらっしゃいますが、マスクをして

人にうつさない努力をすることも必要だなと考えております。そのあたりをどういうふう

に工面していこうかと、消毒液等にも今発注をかけておりますが、全然物が入ってきませ

ん。そのあたりを大変心配しているところでございます。 

  それと、大竹市の中小企業、例えば病院組合の皆様とか、そのあたりのところも今、心

配しているところです。大手企業が企業防衛のために全ての歓送迎会とか花見、花見はこ

れから先でしょうが、そのあたりを全て中止をかけておりますので、そのあたりを中小企

業対策としてどのような融資ができるか。そのあたりも今、経済産業省から一定の融資と

か支援制度は市のほうにきておりますので、それはホームページにも出しておりますし、

商工会議所のほうにも当然通知はいっております。そして、一般的に言うと、中小企業の

方たちは銀行を窓口としてお話を進める。市としてはいかにその申請書類に市が認めたと

いう、市長印がいるところがございます。それをいかに早く中小企業の皆様に回答してあ

げて、より速い融資ができるように努めているところでございます。 

  そのあたりで、今、本音のところを言いまして、素直な気持ちで申しました。ほかに何

をしたらいいんだろうか、どういうふうに考えて市民、企業を助けていけばいいのか、大

竹市は人口が約２万7,000人の都市でございますが、その中でどのように考えてくるか。 

  先ほど、山本委員が御心配されておりました、大手企業の中の内部留保資金、これにつ

きましては国のほうから各企業に対しては支援をしなさいよと、してくださいというお願

いですよね、お願いはされておるように聞いております。 

  また、これから先、私どもができる支援といたしましては、さっき言った公共料金等の

納付の猶予、期間延長ですね。それと融資。県、国がしている融資、それがいかに早く実

際にお金が中小企業の方に届くか、そのあたりで今、全力を挙げて産業振興課のほうで動

いております。 

  次に、感染防止策については、今までどおり、注意喚起をしていくところでございます。 

  あと、ここでとまってしまうんですよ、実際のところ。どう市が動いて、何ができるか

というのが。現金を配るという考え方が国のほうではあるようでございますが、実際に市

ではそれは現実的に、財政的に無理だと思います。国のほうでやった、さっき委員の皆様

の中からも国債残高等いろいろお話がございましたが、これからまた国が現金を配るとな

りますと、全てやるのは地方行政、私たち地方公共団体が行います。そのときの体制を既

に考えておかなければならない。さらに、消費税を一律で引き下げるとなるとそのあたり

の対応も考えなきゃいけない。この言葉は言っちゃいけないと思うけど、一つの企業とし

たらどういうふうに考えて、この難局を超えなければならないかというのを種々考えてい

るところでございます。ですから何かありましたら教えてください。というような言葉が

つい出てしまいました。山本委員には大変失礼いたしました。委員の皆様にも大変失礼な

ことを発したと思っております。申しわけございません。 

○北地委員長 山本委員。 

○山本委員 今、私どもが日常的に耳にする話は、後ほどまた触れる問題でもあるんですが、
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お年寄りが買い物に行くのに、せめて福祉タクシー券でも出してもらって、風邪ぎみなん

かな、しんどいなと思っても日常で口にする食料品まで我慢せざるを得ない日々があるん

だと、そういうときに年金も減ったりで生活は決して楽になっていない、こういう時期に

こそそういった福祉タクシー券をやっているところもあるように聞くんじゃが、大竹市も

１カ月でも、２カ月の間でもいいから、３枚でも５枚でも発行してもらうようなことを考

えてもらえないかということも聞くんです。 

  それから介護の問題で、皆さんも御承知だと思うんですが、糸谷整形外科医院に行って

みたらわかるわ。１日にあそこへ30人以上通われるんですよ。私も70日間通いましたから。

そういう人もこういう時期だけに何かそこに市としての対応策がなかろうかと、介護保険

料を納めておっても、要支援１とか要支援２についてはなかなか対応が難しくなってきた

と、みずからが足を運ぶなりせざるを得ないという状況におかれているんだと、こういう

声もあります。 

  ですから、担当しておられる職員の皆さんも、常に子供を抱えて苦労されている方や、

年老いて身寄りもなくひとり暮らしで寂しく暮らしておられる方の生活実態については、

私よりかよっぽど接点を持っておられるんですから、そこへの思いやりが及ぶべきだと思

うんですよ。また、そのことが庁議の場で議論されて、市として打つ手はないか、一つで

もこの時期にこういうことをやったらどうかという議論がされて、具体策が取られると、

予算書には載っていないけども、３月、４月についてはこういう措置をとることにしまし

たということを私の思いなり気持ちとしては聞きたいわけです。だから何か具体策があれ

ば言ってみい、現状でやれることはやっているんだということじゃなくて、お互いにそこ

のところは、弱い立場にある方たちへの思いやりを示すということをお願いしているとい

うことですから、よろしくお願いします。 

○北地委員長 副市長。 

○太田副市長 先ほどもおわびしましたが、私に思いやりの心がなかったようでございます。 

  庁議とか担当部署については、山本委員の言われるとおりだと思います。皆、いろいろ

考えております。どうしても私ども公務員、思いやり、職員の数が思いやりの数、住民サ

ービスの量にすぐさま反映してくるところでございます。これから先ほど言われた件につ

いてもいろいろお話を聞かせていただきたいので、考えてまいりたいと思います。 

  山本委員のお話は真摯に受けとめさせていただき、思いやりをもって、信頼関係を持っ

た行政に尽くしていきたいと思っております。 

○北地委員長 他に質疑はございませんか。 

  小田上副委員長。 

○小田上委員 よろしくお願いします。１点だけにはなるんですけど、18ページから19ペー

ジにわたって、子ども・子育て支援臨時交付金、これは幼児教育・保育の無償化の関連な

んだろうと思うんですけど、多分、そろそろ交付金が幾らか決まったんじゃないかなとい

うところ、幾らぐらいになりそうなのか教えていただきたいのと、地方交付税とあと地方

消費税交付金、上がりぐあいを見ても、何か全然足りてなさそうな感じがするので、どれ

ぐらい交付金がきそうなのか教えてください。 
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○北地委員長 建石課長補佐。 

○建石企画財政課課長補佐兼財政係長 今年度の子ども・子育て支援臨時交付金です。今、

手元に資料がないので正確でないかもしれませんが、つい先日交付決定額がきまして、

5,300万円ぐらいだったと記憶しております。令和元年10月１日から消費税率が10％にな

った、それでもって幼児教育・保育の無償化をしようということなんですけれども、この

臨時交付金は半年分ということになります。半年で5,300万円ですので、通年で言うと、

当初予算で組んでいる地方消費税交付金の増と比較的見合った額なのかなとは考えており

ます。 

  以上です。 

○北地委員長 小田上副委員長。 

○小田上委員 もう公立の保育所は市の財源で見ないといけないと思うんですけど、市の財

源で丸々じゃなくて４分の１の負担割合でいけるところというのが結構ありますよね。な

のでそこと加味して、市の負担にならないようにと言ったらあれなんですけど、確実にも

らっていけるようにしていかないと、僕は４歳の子供がいてすごく助かっている部分があ

るんですが、助かっているところに消費税の増税で負担がふえていると、よくわからない

ところで、市の収入もよくわからないということになるといけないので、ここをしっかり

見てもらって、とりあえず問題はないということで大丈夫ですか。 

○北地委員長 建石課長補佐。 

○建石企画財政課課長補佐兼財政係長 報道等を見ると、全然見合った状況になっていない

団体とかもあるというのを聞いております。大竹市で予算編成する中では、とんとんに近

い、見合った額が入ってくるのかなと感じております。委員がおっしゃるとおり、地方交

付税でやるというのが来年度が初めてというケースになりますので、ちゃんと最初の国の

想定どおりもらえているのかどうかというのを注意深く調べていきたいと思っております。 

  以上です。 

○北地委員長 他に質疑はございませんか。 

  議長。 

○細川委員 ２点ほどお尋ねいたします。１点目は財政推計をお願いしてありますので、財

政推計の今後についてと、２点目はふるさと納税についてお尋ねいたします。 

  最初に、先ほど副市長が議員に提案を、と言ったのをおわびという形でおっしゃってい

ましたけども、逆にこちらのほうが副市長にそのようなお言葉を出させていくような状態

になったことをおわびしなきゃいけないかなと思っています。議会基本条例でも、議会の

役割として、監視機能だけではなく、提案機能もしっかり高めていこうということになっ

ておりますので、今後はいろんな形で、議員個人であれ、議会であれ、政策提案の議論も

できるような議会にならなければいけないと常々感じております。 

  本題に戻りますが、財政推計をありがとうございます。先ほどから税収の今後の見通し

とかについては皆様からかなり突っ込んだ質疑も出ておりますので、そこには踏み込みま

せんが、全体の流れとして、税収もそこそこ厳しい見方をしております。歳出はふえてま

いります。なかなか厳しいんですけれども、今後どうしたらいいのかというあたりをどの
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ように考えていらっしゃるのか、歳入をふやすのか、歳出を減らすのかあたりですよね。

やっぱり戦略をもって今後の政策を立てていかないと厳しくなる一方だと思いますので、

そのあたりのお考えをお聞かせください。 

○北地委員長 建石課長補佐。 

○建石企画財政課課長補佐兼財政係長 財政推計を今回出しておりますが、前提として、市

税、新規の投資がない、償却資産が落ちる一方という前提でやっておりますので、市税収

入がどんどん落ちていくという推計になっております。そういった前提の財政推計でござ

います。 

  今後、入りをふやしていくのか、出を減らしていくのかということなんですけれども、

現実問題として、収入の範囲内でしか予算編成を行うことができません。仮にこの財政推

計のとおり市税収入が落ちる一方ということになれば、その範囲内でしか支出を組むこと

ができない。基金等を活用しながらその範囲内で財政運営をしていくということになろう

かと思います。 

  以上です。 

○北地委員長 議長。 

○細川委員 収入の範囲内でしか予算編成はできないと、じゃあそのやっぱり収入がふえれ

ば少しは楽になるということかなとは思うんですけれども、何をふやしていくのかという

ことですけれども、先般、実は同僚議員の一般質問などでＲＥＳＡＳというのもありまし

たけれども、会派で視察に行ってまいりまして、福岡県うきは市で日本国内で最初にＲＥ

ＳＡＳを取り入れて運用しているという市だったんですけども、人口規模は大竹市と余り

変わらないところなんですけど。今後どこにうちのまちが力を入れていったらいいかとい

うのを、物すごい分析をしておられて、人口動態とかあと経済の状況とかを分析しておら

れて、そこからポイントを絞って政策を立てておられたんですよね。実際に効果を上げて

いるというお話を伺ってまいりました。先ほど市民税の御説明の中で、人口は減っている

けれども納税者は減っていませんよといった御紹介がございました。そのあたりにも、も

しかしたらヒントがあるのかもしれないと、市民一人ずつの所得をふやすとか、働く方を

ふやすとか、人口がふえないままならそういった努力をするしかないし、何とか人口も、

分析に基づいて狙いを決めて人口をふやしていく、そのことによって個人市民税を着実に

上げていくというのが一番安定的に収入をふやす方法かなと思うんですけれども、ぜひそ

こを分析していただきたいなと思うんですけど、ＲＥＳＡＳの今後の活用について何かお

考えがあればお願いします。 

○北地委員長 三上課長。 

○三上企画財政課長 ＲＥＳＡＳの活用ということでございますが、済みません、勉強不足

でその活用のほうはできていない状況でございます。また検討したいと思いますので、よ

ろしくお願いいたします。 

○北地委員長 議長。 

○細川委員 私も今回、予算特別委員会で役に立てようと思って挑戦したんですけど、全く

使えませんでした。うきは市の職員の方が講演とか、教えにも来ていただけるような雰囲
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気もありましたし、逆にこちらから勉強に行ってもいいと思うんですよね。そのあたりは

しっかり取り組んでいただきたいと思います。 

  話はそれますが、先ほど新型コロナウイルスの対策でいろいろと本当に大変な思いをし

ていらっしゃると思うんですけども、私自身は、やっぱり本人が新型コロナウイルスに感

染しないのが一番だと思っておりますので、議会の中でも手洗い、マスク、あと局長には

ドアノブまで拭いていただいておりますが、今までにないそういったことに気をつけて、

また人ごみに出ないとか、今、もし議員や職員の方が感染したら、それこそ市民を守る仕

事がなかなかできなくなると思いますので、どうぞそこは一人一人が緊張感を持って予防

していただきたいと思います。 

  ふるさと納税にいきます。31ページ、寄附金、ここに、ふるさと納税寄附金（特定事業

分）とあるんですけども、これは何のことなのか教えてください。 

○北地委員長 どうぞ。 

○杉山総務課課長補佐兼総務係長 特定事業分は、先日補正予算で認めていただきましたク

ラウドファンディングの継続分ということで、大竹駅再生プロジェクト分でございます。 

  以上でございます。 

○北地委員長 議長。 

○細川委員 予算では500万円となっておりますが、今の状況はどんなでしょうか。 

○北地委員長 杉山課長補佐。 

○杉山総務課課長補佐兼総務係長 ２月末現在でございます。ホームページというか、クラ

ウドファンディングのプロジェクトということで、ふるさとチョイスのほうに今あげてい

るものと、あと直接市のほうに寄附をいただいているものをあわせまして、２月末で266

万円となっております。 

  以上です。 

○北地委員長 議長。 

○細川委員 予想以上にたくさんの額をいただいているようで、これのいいところは大竹市

民も多く寄附ができるところや、ふるさと納税もできるんですけど、おもしろみがないの

で、大竹駅をつくるのに一役買えるというところがいいところだと思います。もっと宣伝

をされたらどうかと思うんですけれども、来年度、何かもう少し市民に訴える策とか、も

しあるようでしたら御紹介いただきたいんですけども、ちょっとホームページを見ても余

り変化がないように思ったものですから、ぜひお願いします。というのは、私自身、親族

にお願いしたんですけど断られまして、これは何かもう少し魅力的な、こういうためにお

願いしますみたいなのが打てれば、うちの親族にも寄附してもらえるんじゃないかという

思いもあるものですから、何かもう少し若い方にも貢献してもらえるようなものがあれば

お願いします。 

○北地委員長 杉山課長補佐。 

○杉山総務課課長補佐兼総務係長 令和元年12月にプロジェクトを立ち上げまして、それか

ら大手企業のほうに訪問させていただきまして、チラシのほうを約3,000枚、市内の方々

に配付しております。あと、会合等におきまして、市長のほうから随時今回のプロジェク
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トに対する寄附のお願いをやっているところでございます。 

  まだまだＰＲ不足ということがありますので、どうやったら広くＰＲできるかというと

ころも今後考えていきたいと思っております。 

  以上です。 

○北地委員長 他に質疑はございませんか。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○北地委員長 以上で歳入一括質疑を終結いたします。 

  これより一般会計歳入歳出全般にわたる総括質疑を行います。 

  第１回目の質疑を行います。質疑はございませんか。 

  山崎委員。 

○山崎委員 衛生費で、お伺いしました95ページの健康増進事業についてお伺いしたいんで

すが、衛生費のときに質問いたしましたが、私の質問の趣旨と違う御答弁をいただきまし

た。その後、課長に説明したんでありますが、訂正の答弁がなかったので、あえてもう一

度質問します。 

  健診をめぐっては、従業員数が少ない事業所ほど未受診が多いという傾向が示されたと、

理由は健診が実施されていなかったという回答が最も多くて、事業所への指導の必要性が

指摘されているということでした。また、健診を受診していない人は年間所得が200万円

未満の世帯で最も多いことがわかった。一方で、厚生労働省の調査では、年間所得が600

万円以上の男性で健診の未受診が16.7％だったのが、200万円未満の男性では40.7％、女

性でも600万円以上では未受診が26.1％だったが、200万円未満では41.1％に上がっている。

ということで男性女性問わず、低所得者ほど健診の未受診が多いということでありまして、

健康格差の解消には低所得者に健診の受診をどう働きかけていくかというのが課題だとい

うことで、低所得世帯への健診の受診対策について、受診につなげる対策について伺いま

した。御答弁お願いします。 

○北地委員長 どうぞ。 

○新畑保健医療課課長補佐兼健康増進係長 一般質問のときの答弁、大変失礼いたしました。
申しわけございません。後日、お話を伺い、検討したところでございます。その答弁をさ

せていただきます。 

  繰り返しになりますが、国民健康保険と後期高齢者医療保険の方に対しての健康診査を

市で承っております。労働安全衛生法に対応する健康診断の部分については、国民健康保

険法のほうでは対応できませんというところをまず念頭に置いていただきたいと思います。 

  検査項目も違いますので、一緒に開催するというのも若干厳しいものがあるんじゃない

かと思われるところもあります。 

  国民健康保険被保険者と後期高齢者被保険者の健康診査の受診対策につきましてですが、

繰り返しになりますけど、１点目は無料にしたというところでハードルを低くさせていた

だいているというところ。２点目は、集団健診ではなくて、おのおのが都合のいいときに

病院に行って健診を受けるというところで、その人の時間に合わせた健診が受けられると

いうところの個別健診のほうの充実を図っている。この２点におきまして、なるべく多く
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の方に受診する機会を持ってもらうよう努力をしておりますし、その周知を図っていると

ころでございます。 

  以上です。 

○北地委員長 山崎委員。 

○山崎委員 ありがとうございます。 

  それでもう１点伺います。サントピア大竹のリハビリ温水プールは10月25日から11月30

日まで休業ということになっておりまして、12月３日からプールを再開ということが通知

されておったんでありますが、その後、まだプールが再開されていないようでございます。

高齢者のリハビリができないということで、ひざや腰の痛みが増して、日常生活に支障を

きたしているという意見があります。水中ウオーキングは水の浮力によって足腰の負担を

軽減させるため、ひざや腰、足が痛いなどの症状がある方のリハビリとしては最適だとい

うことで、また水の中を歩くことで、女性に関しては髪がぬれることがないということで

気軽に利用できるという状況のようで、ぜひとも再開をしてほしいという話を伺いました。 

  この現状と今後の予定はどうなるのか教えてください。 

○北地委員長 佐伯課長。 

○佐伯地域介護課長 サントピア大竹のリハビリ温水プールが故障して、今、使用中止とい

うことにしております。昨年の12月22日に故障がわかったというところで、それ以来使用

を中止しております。故障といいますのは、屋上の機械室にありますお湯をためるタンク、

これが破損したと、大きさ的には直径が1.8メートル、長さが７メートルの円筒系が横に

なったものを想像していただきたいんですが、内と外の圧力差が生じたということで内側

に大きくへこんだというところで、配管がはずれてそれ以来使用ができなくなっておりま

す。特殊な破損ですので、これが修理できるのかといったところで、当初いろいろ検討し

まして、まず幾らかお金をかけて点検をしてみないと修繕ができるかどうかもわからない

といったところも判断のおくれになっております。 

  お金をかけて点検をして、結局修理ができなかったとすると、タンクを取りかえる必要

があるんですが、そうすると1,000万円以上のお金がかかりそうだというところがありま

したので、その後、検討したんですが、プールの１日当たりの利用者数も結構いましたの

で、まずは修理を目指してやってみようということで、現在、点検作業を終えようとして

いるところです。修理が可能ではないかといった見解もいただいておりますので、当面、

修理に向けて進めていこうとは思っておりますが、再開は早くても４月の初旬ぐらいにな

るのではなかろうかと考えておりますけど、新型コロナウイルスの関係で、修理ができて

もそのまま再開するかどうかという判断は別なものになると思いますけど、現状はそうい

ったところで進めております。 

  以上でございます。 

○北地委員長 山崎委員。 

○山崎委員 ありがとうございます。 

  公共施設の電力の入札ということで、竹原市が踏み出しました。竹原市としては支出減

の取り組みとして、地域交流センターや保育所など計209カ所の公共施設が使う電力の一
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括購入先について一般競争入札を導入ということで、年に約1,800万円で電力会社が落札

したということですが、近年の実績に基づく標準額で、契約は新年度から２年間、中国電

力と随意契約していた従来に比べ、年に約900万円の削減が認められるということのよう

であります。 

  これは以前に私も取り上げたんですけども、こういった電力自由化についての研究、こ

れについては行政として対応できないのかどうなのか、そういったところについて一つお

伺いします。ぜひ先ほど来いろいろな税収とか、いろんな面で大変厳しいという将来見通

しも示されておりますので、こういったことが少しずつでも改善できれば、私はよいこと

じゃないかと思うんですが、そういったことについての取り組みをしていらっしゃるのか、

していらっしゃらないのだとすれば、なぜされないのかというところを教えてください。 

○北地委員長 杉山課長補佐。 

○杉山総務課課長補佐兼総務係長 現在、契約をしているのは中国電力ということで、団体

の割引ということでいろんな施設をまとめて若干割引の形で契約させていただいておりま

す。 

  今、いろんな施設の、例えば本庁舎であれば、耐震化に伴って電気関係の工事をしてお

ります。これが一通り済みましたら、実際に１年間を通じてどれぐらいの電力を使うかと

いうことがわかってきますので、その総電力量を見て入札にできるものかどうかというの

を研究しているところでございます。 

  以上でございます。 

○北地委員長 質疑の途中ではございますが、議事の都合により暫時休憩いたします。 

  再開は13時からといたします。 

  歳入歳出全般にわたる総括質疑の続きから入りますので、よろしくお願いいたします。 

11時56分 休憩 

12時59分 再開 

○北地委員長 休憩前に引き続き、会議を開きます。 

  一般会計総括質疑の１回目の途中からお願いいたします。 

  質疑はございませんか。 

  山本委員。 

○山本委員 歳出のほうの54ページに、太陽光発電設備基金積立金という費目があり10万円

とあります。このことについて、この積立金の意図はどういうことなのかということにつ

いて説明をお願いします。 

  それから55ページに、地域公共交通網形成計画事業推進業務委託料として200万円が計

上されているんですが、これは現状の体系を変えようとしているのか、その目的とされる

事業内容について説明をお願いしたいと思います。 

  それから61ページに、マイナンバーカード発行事務負担金、1,613万4,000円が計上され

ているんですが、マイナンバーについてはスタート段階で本人の確認ができる、住所、氏

名、生年月日等についての登録というところからスタートしたと思うんですが、現在どの

範囲まで個人情報にかかわる情報がマイナンバーで登録されているのか、現状について説
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明をお願いしたいと思います。これは既に全国数カ所で、憲法に保障される個人保護の侵

害にも当たるし、一旦その個人情報が国家権力によって集約されると、漏えいについても、

その後マイナンバー制度がスタートして以後でも情報の漏えいが続いておるわけで、それ

に対して、一旦この情報が漏れると、消すこともできないわけで、何がしかの責任を取っ

てもらうと言っても、一旦情報が漏れたらそれをもとに戻すということができんわけです

から、そういうことで今、裁判が個人情報の侵害につながるという憲法上の懸念、規制か

らも好ましくないということで、司法の場でいろいろと争われているケースもあるわけで

すが、現状でどこまでマイナンバーに個人情報が収容されておるのかというあたりを説明

してもらいたいと思います。 

○北地委員長 佐伯主幹。 

○佐伯市民税務課主幹兼戸籍住民係長 マイナンバーのことについての御質問でございます

が、戸籍住民係ではマイナンバーの番号をつけることとか、カードの発行とかを行ってい

るんですけれども、マイナンバーが個人個人に附番されて、そのマイナンバーにどれだけ

の個人情報が集約されているのかということを御質問されていると思うんですけれども、

マイナンバーと個人のひもづけはされているので、氏名、生年月日、住所等はひもづけは

されていると思いますが、それ以上のことはマイナンバーで直接ひもづけをされていると

いうよりは、情報連携という言葉を使っているんですけれども、行政等にいろんな所得情

報を提供しなければいけない、お客さんに所得証明をとってくださいとか、住民票を取っ

てくださいという場面が今までたくさんあったんですけれども、そういったものをマイナ

ンバーを行政に出してもらうことで、そのマイナンバーを利用して、その方の所得の情報

とかを照会をするという仕組みにはなっているんですけれども、マイナンバーの中に、イ

コールでその所得の情報が入っているとか、そういうことではないので、マイナンバーで

すぐにいろんな情報が漏えいするということにはならないのではないかと考えております。 

  以上です。 

○北地委員長 谷課長。 

○ 谷自治振興課長 地域公共交通網形成計画事業推進業務委託料というのがございますけ

ども、この分につきましては、以前、大竹市の地域公共交通総合連携計画というのを策定

しておりましたが、これからもう少し持続可能なサービスとして、将来に向けて地域の移

動支援を続けることということで新たな計画を策定することになりました。それが大竹市

地域公共交通網形成計画でございます。この計画は2019年度から2023年度の５年間が計画

期間でございまして、現在、この計画に基づいて地域公共交通を運行しているところでご

ざいます。 

  この地域公共交通を運行していく上で、いろいろアドバイスとかをいただくということ

で、現在、コンサル業務を委託しておりまして、それがこの業務委託料ということでござ

います。 

  以上です。 

○北地委員長 三原部長。 

○三原市民生活部長 太陽光発電設備基金積立金のことです。当時、木野集会所を建てると
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きに、太陽光に関する補助金があったと思います。その関係で集会所で賄う電気が、これ

を入れることによってうまく回るということもありまして、導入をしております。という

ことで売電収入が入っておりますので、それを積み立てております。 

  発電の基金というもの、大竹市太陽光発電設備基金条例というものがありまして、そこ

に売電収入のうちから毎年度積み立てるということになっております。 

○北地委員長 山本委員。 

○山本委員 マイナンバーに関しては、本人の住所、氏名、生年月日等の範囲でしか登録は

されていない。業歴とか学歴とか、そういうようなことは一切ないと、その程度で負担金

として国から1,600万円も交付されるんですか。それでマイナンバーカードを記載しなけ

ればならないという書類は、市の手元で何がありますか。国税の申告等については、必ず

しも強制はさせないということになっておると理解しているんですが、マイナンバーを登

録して、そのナンバーを、例えば、住民票をとるとか、戸籍謄本をとるとかというふうな

際にナンバーを提示しなければ交付できないというものがあるのかどうか、現在は住民票、

謄本についても強制はさせないことになっておるんですが、市町村の業務の中でマイナン

バーを記載しなければならないという義務づけ、そういうものがありますか。 

  それから太陽光発電について、既に学校その他公共施設に設置されておるという状況の

もとで、余剰分は買い取り制がありますから、売電によって積み立てもできるという状況

だという説明があったと思いますが、そうだとすれば、この太陽光発電について、現在あ

る公共施設、幾つもあるわけですが、そういう公共施設を利用して、小規模ながら地産地

消の視点で太陽光発電の普及に努める、あるいは公共施設だけでなしに、個人の民家でそ

れを奨励する、希望があれば一定の協力をすると、助成金なり交付金なり支出をして普及

に努めるという方向でのお考えはどうでしょうか。 

  それから地域公共交通の問題で、これはどこへ委託するんですか。今、皆さんの声の中

には、世話をされる方がおられて、あれだけ便利を共有されている地域もある。ところが、

うちらのほうにはそういうようなことは一切ない、いまだにタクシーを使ったり、手押し

車を押して買い物にも行かない、電車にも行かないというような難儀をしているのに、う

ちらのほうにはそういうバスもなければタクシーもありゃせんと、全て自己負担だと、不

公平だと思うんじゃがどうですかという声を聞きます。せんだっても、いつかの場所で話

をしたか知らんが、木野地区でも今、高齢者のひとり暮らしが３割おられるそうですよ。

それで木野地区から買い物に出るといったら、大竹駅までタクシー代が800円かかるので、

往復1,600円かかると、それでも木野地区を通る公共交通と言えば、１日にわずかしか通

らないと、一方では、大竹駅からこいこいバスが毎日通いよると、不公平だという声があ

るんですが、どうですかね。 

○北地委員長 佐伯主幹。 

○佐伯市民税務課主幹兼戸籍住民係長 マイナンバーカード発行事務負担金につきまして、

歳出のほうで1,600万円余り予算を組んでおります。その内容につきましては、マイナン

バーカードの作成とあとマイナンバーに関するコールセンター、それからマイナンバーの

中に電子証明書という機能がついておりまして、その機能に関しての更新のお知らせとか、
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さまざまな事務につきまして、国の機関というか、地方公共団体情報システム機構という

ところに委託をしております。そこが全て一括してそういった事務を行っておりますので、

そのための事務の負担金の支払いをしておりまして、今回令和２年度予算の歳出で1,600

万円余りの計上というのが前年と比べて大変ふえてはいるんですけれども、その理由とい

たしましては、マイナンバーカードが始まって５年近くたちまして、初期につくった方の

カードの有効期限自体がきているということで、その委託をしている地方公共団体情報シ

ステム機構から、個人個人に向けて、期限がきますから更新をしてくださいという通知を

送っているということとか、それに関するコールセンターを運営しているなどで、令和２

年度に、事務と通知書の発送とかで大変経費が増加するという、国の見込みもありまして、

市のほうも国からおりてきている見込みの額なんですが、その辺の事務の負担金というこ

とで予算を組ませていただいております。 

  あと、マイナンバーの記入が必要な書類というのをおっしゃっていたんですが、私ども

の係のほうでは、窓口で何かを申請されるときに書いていただくということはしておりま

せんが、他の福祉関係や教育関係の窓口において、マイナンバーを記入するというところ

はあろうかと思いますが、数について私のほうでは把握はしておりません。 

  以上です。 

○北地委員長 谷課長。 

○ 谷自治振興課長 地域公共交通の御質問でございますけども、一応基本的な考え方とい

たしましては、本当に必要としている人たちと行政が一緒になって必要なルート、また負

担できる料金、それからふさわしい車両、これについて一緒に考えて、住民がみずから守

り育てる公共交通として取り組んでいくということで今進めさせていただいております。 

  基幹交通としては、御指摘のとおり、今こいこいバスが通っておりますが、その支線交

通ということで、地元の住民の方から、例えば団地のほうとか、そういったところで利用

がなかなか難しいといったところにはタクシーを使って、今やらさせていただいておりま

す。 

  委員が御指摘のとおり、ほかの地区からも、あったらいいんじゃないかとか、そろそろ

そういったものが欲しい、という声もあったりするんですが、その場合はどういう形でや

っていかなきゃいけないかというのを考えていかなければいけませんので、その際につき

ましては、市のほうも一緒に協力して考えましょうというスタンスは取らせていただいて

おります。ただ、現実に今、大竹市内の公共交通を担っていただいているのがタクシー会

社でございますけども、なかなかその運転手の確保が難しいということもあって、今後、

運行の幅を広げていくということになりますと、そういった運行事業者のほうの御協力も

いただかなければなりませんので、そういった事情も考慮しながら、考えていかなければ

いけないと思っております。 

  以上です。 

○北地委員長 三原部長。 

○三原市民生活部長 公共施設に太陽光発電をつけるのはどうかというようなお話だったと

思います。環境基本計画のほうに、公共施設にも太陽光発電の施設をつけることによって
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ＣＯ２の削減を推進したいというような文言は実際にはあります。ただ、建物を建てると

きに、どうしても何の交付金を使うかということとか、太陽光を屋上なら屋上に上げよう

と思いますとそれだけ設計、建築、全てに費用がかかってまいりますのでそういったこと。

また、売電価格も下がっておりますので、その後の運用についてもそこまでメリットが見

込めないということもありまして、理想と現実の間で、悩ましいところではあるんですが、

なかなか今、つけていけないというのが実態でございます。 

○北地委員長 他に質疑はございませんか。 

  公共交通の委託先ということの質問が答弁漏れということなんですけども。   谷課長。 

○ 谷自治振興課長 申しわけありません。地域未来研究所という、広島市に営業所のある

会社でございます。 

○北地委員長 他に質疑はございませんか。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○北地委員長 以上で第１回目の質疑を終結いたします。 

  ２回目の質疑を行います。質疑はございませんか。 

  山本委員。 

○山本委員 地域公共交通網形成計画事業推進業務委託料について、広島市のほうの業者に

委託をするとおっしゃったんやね。今、大竹市地域公共交通活性化協議会が設置されて、

鋭意ここでも現状をさらに充実させるとか、市民の生活の利便性をどう向上させるかとい

うことでの協議がされていると思うんですが、業者委託をして、ここに委託をする中身は

何ですか、市のほうで。何をどのように改善するとか、充実させるとかいうことを問うん

でしょう。何を問うんですか。 

  それで、こいこいバスについては、幹線を役所とか広島西医療センターとかを結ぶとい

うことで非常に利用者が多いと、それでこの、こいこいバスが運行を始めて100万人の利

用者があったという報道がされたような記憶があるんですけど、こいこいバスが運行され

始めて100万人に至るまでに投じた市費は幾らになりますか。そのことをあわせて聞かせ

てください。 

  それからマイナンバーについての問題なんですが、結局市民にとっても、行政の担当課

にしても、メリットはないのでしょうから、そうでしょう。何のメリットがあるマイナン

バーに。結局、国がこんなことを決めて、多額の税金を使って支払いしよる支払い先は電

気機器メーカーなんよね。そういったサイドからの、利益のために、メリットも大してあ

りもせんのに多額の税金を消費しよるんじゃというようなことについて、私は非常に疑問

に思うんですよ。そうじゃなくて、窓口があるんですから、担当課もあるし、個人情報が

漏えいするという危険な事態が繰り返されておるときだけに、こういう制度について国に

対して市町村が意見を述べるようなことがあってもいいと思うんですが、国がおっしゃる

ことだから、市町村も従わざるを得ないということで、無駄な税金を使うというのもどう

かと思いますよね。そのことについて、思いをはせたことはありませんか。担当職員の皆

さん。上からおりてきたんじゃけ、これはやらなしょうがないよというような思いですか。
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そういうことを今問われとるんですよ。何でもかんでも民間委託じゃというようなことを

言われて、それで大手メーカーや大手機械製作会社がもうかるということを国が誘導して、

市町村の業務をそこに委ねるということが当たり前のようになってきておるんで、皆さん

が本当に市民との関係でどうしたらいいか、こうしたらいいかというようなことを市民と

一緒に考えて、それなりの自律性と、自発性のある市町村行政がますます萎縮しよる。そ

このところをやっぱり私は担当課にせよ、職員の皆さんによく考えてもらいたいものです

よ。コメントを聞かせてください。 

  それと太陽光発電については、私はむしろ、さっき言いましたようなことで、地産地消

の視点で、個人の家屋に設置して、それを普及していくという方向が取られるべきだし、

それからできるだけ公共施設についても可能な限り設置をして、地産地消の視点での取り

組みをさらに強めていくということが大事だと思うし、全国1,000にのぼる組織団体の成

果等も既に実証済みだし、それから進んだ市や町では市をあげてそういう方向に取り組む

という条例を制定してまで取り組んで、何も大型の太陽光発電事業を進めることや、原子

力発電に頼ったり、火力発電に頼るという世界の流れに逆行する、日本の今のエネルギー

政策の見直しが求められているということにも耳を傾けて、ぜひ大竹市でも地産地消の視

点で一つ取り組んでほしいと思うんですが、また皆さんの御意見なり、市長の御意見なり

を改めて聞かせてもらいたいと思います。よろしくお願いします。 

○北地委員長 川村係長。 

○川村自治振興課課長補佐兼自治振興係長 公共交通のほうで御質問を２点いただきました

ので、お答えいたします。 

  １点目です。こいこいバスの今までの市の負担額とお尋ねいただいたと思うんですけど

も、済みません、ザックリですけど約6,000万円といったところです。 

  次に、地域公共交通網形成計画事業推進業務のコンサルの委託の件ですけども、内容的

には毎年、こいこいバスの乗車アンケートを実施しておりますので、そちらをお願いして

おります。そのほかに、いろいろバス停の設置に関しての助言、あとルート変更、そうい

ったものがありましたら、技術的に御相談をいただいております。 

  以上です。 

○北地委員長 三原部長。 

○三原市民生活部長 マイナンバーカードの交付についてどう思っているかというお話だっ

たと思います。なかなか難しい問題でして、多分担当から言えば手間ばっかりふえている

というのが実際だと思います。今までなかった仕事がふえているわけですから、そういう

のがふえている。システム関係で言えば、これが入ってきたおかげで相当のセキュリティ

の強化をさせられましたし、大変いろんなところに負担がかかっているのが現実だろうと

思います。 

  国がやったからやらなければいけないのかということなんですが、法律にそのように規

定してあるものを我々がなかなかお断りするということができないというのが実態ですの

で、何か物を申したらどうかということではございますが、今はそこまでの考えに至って

おらず、法律に従って粛々と事務をしているというのが実際でございます。 



（２.３.23） 

－29－ 

○北地委員長 山本委員。 

○山本委員 今の地域公共交通網形成計画事業推進業務のことについてですが、さっきおっ

しゃるような内容について、何も委託するような事項じゃないじゃないですか。大竹市が

設置している公共交通に関する協議会で議論されるなり、協議会の輪をさらに広げて、生

活の足に困っておられる地域の皆さんや、どうしても通してほしいという老人会やそうい

う団体の代表者に集まってもらって、市の手元で協議をするようにしたほうがいいんじゃ

ないんですか。200万円も出して、何も委託するような内容じゃないじゃないですか、今

のようなことは。全くムダ金を使うような気がするね、私は。そういう形こそが市民参加

の市制をつくっていく一歩一歩になるんじゃないですか、市長。何も200万円も委託料を

払って、こんなことをどこかの会社に頼んで検討してもらうということをしなくても、市

民の皆さんの切なる願いを持っておられるところもあるし、恩恵を受けている地域の皆さ

んの利用経験の上での意見もあろうし、そういうことをよく聞いて、これからの公共交通

のあり方を市民と一緒に担当課の皆さんも議論をしながら方向性を定めるようにされたら

どうです、200万円も使うことはないと思うがね、私は。 

○北地委員長 三原部長。 

○三原市民生活部長 200万円の使い道ということで、職員でもできるんじゃないかという

ことであろうかと思います。実際に皆さんからのお声をいただくのは職員の仕事だと思っ

ておりますし、そこから施策を積み上げていくというのも職員の仕事だろうと思っており

ます。あくまでも委託については、自分たちで考えたことをどのような形にできるかとい

うアドバイスをもらったり、実際にアンケートなどを実施しているんですけど、その集計

をしていただいたりとか、職員でもやろうと思えばできるんですけれども、そこで委託を

することによって、効率的にできる部分、こういったところをお願いすることと、助言を

いただくということをしておりますので、無駄なお金とは思っておりません。 

○北地委員長 他に質疑はございませんか。 

  小田上副委員長。 

○小田上委員 46ページなので総務費で聞くべきなのかなと思ったんですけど、大分またぎ

ますのでここで聞かせてください。 

  大竹市のホームページ、ここだと市ホームページ管理システム使用料とあるところなん

ですけど、まず、１個目で聞きたいのが、大竹市の魅力いっぱいというページがあります

よね。これって何のためのページなのかを教えてもらってもいいですか。 

○北地委員長 山田主幹。 

○山田企画財政課主幹兼企画係長 大竹市ホームページの大竹市の魅力いっぱいのページは、

大竹市のＰＲをしようということで、子育て等の情報を中心に市民の皆様に見ていただき

たいところでトップページに載せているということでございます。 

  以上です。 

○北地委員長 小田上副委員長。 

○小田上委員 ありがとうございます。今、子育てと言われたんですけど、ごめんなさい、

この大竹市の魅力いっぱいというページを見ると、大竹市の紹介、歴史と文化、観光＆み
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どころスポット、特産品、季節の情報とあるんですけど、気になるのがイベントをそれぞ

れ見ていくと、それぞれには書いてあるんですけど、トータルでまとまっているイベント

のページがあるはずなんですが、そこにはないものがあったり、特産品を見てみると、手

すき和紙と和紙工房とその他特産で幾つかありますけど、ハマチtoレモンが載っていない

なとか、この載せる基準とか、せっかくあるページを何で有効に使わないんだろうとか、

入り口がたくさんあってイベントが全くわからないなと、今回は新型コロナウイルスの件

があって、いろんなページで周知されていると思うんですけど、やっぱりどこかにまとま

ってあったほうが便利じゃないのかなと思ったんですが、そのあたりはどうですかね。 

○北地委員長 山田主幹。 

○山田企画財政課主幹兼企画係長 ホームページの使い方の御指摘ということだと思います。

平成28年度から今のシステムに移行しまして、各課で一旦掲載する記事をつくったもの、

作業したものを承認した形で載せるということに運用変更しております。 

  そういう中で、以前にもイベントカレンダー等、載っているものの情報がうまくマッチ

をしていない、要はホームページに載っているけれどもカレンダーに載っていない、そう

いった御指摘をいただいたこともございます。市広報の校正作業をするときには、紙のや

りとりで私どものところと各課とで校正のチェック等をいたしますので、その際に必ずホ

ームページに載っているか、あるいは載せることになっているかというようなところを確

認するようにというようなことで、漏れがないように強化をしているところではあるんで

すが、現状、御指摘をいただいたように必ずしもうまくいっていないものもあるんだろう

と思います。 

  先ほどおっしゃった特産品の掲載等についても、また改めてそういう一致をしていない

ところがあるんだろうと思いますので、確認の作業をしたいと思っておりますし、また来

年度ですけれども、研修という形になるか、説明会という形になるかわかりませんが、市

広報とかホームページも、作業が少し複雑でわかりにくい、なれないといけないというよ

うなところもありますので、そういったものの説明会なり、研修会なりをやる予定にして

おりますので、そういった機会で徹底をしていきたいと思っております。 

  以上です。 

○北地委員長 小田上副委員長。 

○小田上委員 ありがとうございます。多分、いろいろ担当課をまたがっていますので、そ

れぞれ自分たちの担当の情報は自分たちのところで上げるというふうになっているのはわ

からなくもないんですが、市民からしてみると別に担当課は余り興味がないと言うか、大

体どの行事も担当はどこなんだっけと聞かれます。なのでそれはやっぱりイベントカレン

ダーはどこからいっても統一で、入れたら同じところにしておけばいいのかなと思いまし

た。 

  それで細かいことに１点だけ触れさせてください。消防団員なんですけど、ホームペー

ジで消防団員を募集していないような気がするんですけど、募集されていますか。 

○北地委員長 伊崎課長。 

○伊崎消防課長 消防団員の募集につきまして、今確認ができないんですけれども、私の認
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識ではしていないのではないかと考えております。消防団員につきましては、各分団の分

団長に入団の意思を示されて、それから入ってこられるという認識でございます。何かホ

ームページ上でできることがあれば対応していきたいとは考えておりますが、今すぐにこ

ういったことができるというのは申し上げにくいところでございますので、御了解くださ

い。 

○北地委員長 小田上副委員長。 

○小田上委員 済みません、個別のことを申し上げて。正直、消防団員は多分載っていない

です。消防からいって消防団にいくと、ポンプ操法大会が開催されましたしか載っていな

いので、どうなのかなと。そういうところも含めてなんですけど、何か一括してホームペ

ージに統一感がないといいますか、サイトマップですよね、どんどんツリー式でいきます

けど、あそこ一旦戻るとどこから来たんだっけとわからなくなるようなホームページのつ

くりになっていると、これは職員さんも更新をするのがすごい大変なんじゃないかと思い

ます。変わってよくなったところも多くあるので、もう少し更新しやすいようにしないと

職員の負担もふえると思いますし、市民の方がたどり着けないということになると思いま

すので、よろしくお願いします。 

  あと最後、市税賦課徴収事業（コンビニ及びスマホ収納導入事業）の件なんですが、こ

れもまたがっていますので、基本的に何が納付できるようになるのか、令和３年からとい

うことなのであれなんですけど、あとスマホの決済も書いてはあるんですけど、何を使わ

れるか、わかっている範囲で教えてください。 

○北地委員長 岡崎主幹。 

○岡崎市民税務課主幹兼収税係長 市税賦課徴収事業（コンビニ及びスマホ収納導入事業）

のことです。 

  まず、納付できる種類といいますか、科目といいますか、それは市税で個人市民税の普

通徴収部分です。それと固定資産税、都市計画税、軽自動車税の４種類となります。あと

使用料等では、市営住宅使用料、市営住宅駐車場使用料、保育料、副食費、奨学金返還金

の５種類となります。保険料では、国民健康保険料、介護保険料、後期高齢者医療保険料

の３種類で、全部で12種類の納付ができるようになります。 

  それとスマートフォンのことなんですけども、スマホ決済アプリのPayPayとLINEPayと

支払秘書の３つを予定しております。 

  先ほど言った、納付できるように12種類なんですけども、これはコンビニエンスストア

で納付できるものが12種類ということになりまして、スマートフォンの納付につきまして

は、奨学金返還金を除いた11種類で納付が可能となります。 

  奨学金返還金につきましては、スマホの収納が、事前に電子マネーをチャージして、買

い物のときなどに決済を行う前払い式支払い手段を用いた納付となります。あと資金決済

に関する法律の規定等で、ローン返済に当たる奨学金返還金は取り扱いが対象外となって

います。 

  以上でございます。 

○北地委員長 小田上副委員長。 
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○小田上委員 長い説明をしてもらってありがとうございます。わかりました。スマホ決済

でバーコード決済でできるようになると、ＱＲコード決済が、できるようになるというの

がわかりました。 

  ただ、大竹市ってそもそもそんなに納付率は悪かったでしたっけ。納付率はどれぐらい

か、ざっとでいいので教えてください。 

○北地委員長 池田課長。 

○池田市民税務課長 市税の収納率でございますが、大竹市現年度分と滞納分、滞納繰越分

をあわせまして97.3％ということになっております。 

○北地委員長 小田上副委員長。 

○小田上委員 ありがとうございます。コスパ的にはどうなんでしょうか。多分よくないと

思うんですが、これは何％にいけば、導入してよかったといえるところまでになるんでし

ょうか。 

○北地委員長 岡崎主幹。 

○岡崎市民税務課主幹兼収税係長 まず、今回の新たな収納方法なんですけれども、税等の

収納方法には特別徴収と普通徴収がありまして、その中の普通徴収の中に口座振替と納付

書があります。納付書の収納率が全体の収納率の中で少し低いということで新たな収納方

法を入れるということを考えております。 

  それと目標なんですけども、納付書の収納率につきまして0.2％上昇を目指しておりま

す。 

  以上です。 

○北地委員長 小田上副委員長。 

○小田上委員 僕はコンビニで納付できるほうがいいなと思っているので、ぜひともお願い

したいんですが、納付書だと実際に昼間に行かないと納付できないというようなことがあ

ったので、非常に便利になると思います。ただ、ここから収納率が上がらないと、せっか

く導入して市税を投入しただけになっちゃいますので、しっかり上がるような、ほかの市

町はＰＲしているのかどうかわからないですけど、ホームページ上ではいろいろＰＲして

いますよね。なのでしっかりとＰＲしていただいて、コンビニのオーナーさんとかとも協

力してもらえるようであれば、大竹市の市税は納付できますといって、ここから0.2％と

言わず、もう少し収納率が上がったらいいのかなと思いますので、ＰＲのほうをいずれも

よろしくお願いします。 

  以上です。 

○北地委員長 他に質疑はございませんか。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○北地委員長 以上で、第２回目の質疑を終結します。 

  ３回目の質疑を行います。質疑はございませんか。 

  議長。 

○細川委員 ３点についてお尋ねいたします。 

  本日は市の職場としての魅力アップをお願いしたいというのが１点目、２点目は、人口
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の移動について、３点目は、先般、福祉のところでお尋ねいたしましたが、利用者支援事

業についてお尋ねいたします。 

  まず、生き生きと皆さんが働ける職場になるようにということで、自分としてはテーマ

を持ちましたんですけども、毎年、広島県や廿日市市と人事交流をそれぞれ、全てではあ

りませんが、幾つかの課でされていると思います。来年度は国からも来ていただくという

話があったと思いますが、それぞれ人事交流についての狙いと効果についてお願いします。

また、人事交流についての基本的な考え方がありましたら教えてください。 

○北地委員長 中村課長。 

○中村総務課長兼選挙管理委員会事務局長 それでは御質問にお答えいたします。 

  現在、広島県に２名、それから広島市、廿日市市、これは消防ですけども、それぞれ１

名ずつ、それから広島県後期高齢者医療広域連合に１名、それから宮島ボートレース企業

団に１名の職員が行っております。 

  令和２年度につきましては、それに加えて宮島ボートレース企業団、これがもう１名プ

ラス、それから経済産業省１名プラスの予定でございます。 

  それぞれ目的はありますけれども、このうち広島県後期高齢者医療広域連合、それから

宮島ボートレース企業団、こちらは構成市町のほうで運営をしているところでございます

ので、ある程度割り振りによって何人職員を出してくるというようなことで、以前からず

っと出し続けているものでございます。 

  それから消防につきましては、広域消防を見据えた人材育成といった観点で、人事交流

を図っているところでございます。廿日市市消防、広島市消防それぞれこちらのほうから、

それからあちら側からも、各１名人事交流をやっております。その中で、こちらにないノ

ウハウを得る、それから向こうでの経験を帰ってきて生かすというような目的でやってお

ります。 

  それから広島県でございますけれども、広島県のほうからは１名来ていただいておりま

す。こちらも広島県のノウハウを市のほうに提供していただいて、市の事業の推進に向け

てやっていただいております。また、こちらのほうからは、研修派遣という形で２名若い

職員が行って、広島県のノウハウを取得するというようなことをしております。 

  ことし国のほうに人事交流として、経済産業省の資源エネルギー庁、省エネルギー関係

のところに行くんですけども、そういったチャンスをいただいて、どうだろうかというお

声がけをいただいたので、この機会にぜひそういった国の施策をつくっていく段階である

とか、実際の政策過程を勉強していただいて、それを持ち帰って、少しでも本市のほうに

還元していただこうということで、これも研修派遣という形でございます。こちらも国か

らの分はございません。一方的に市のほうから国のほうに派遣ということでございます。 

  以上でございます。 

○北地委員長 議長。 

○細川委員 いろいろと難しくなってくる業務を効率よくやるためにというか、またほかに

もいろいろあると思うんですけれども、ノウハウを学ぶために積極的にこちらから派遣し

ているというケースもあるようでございます。それだけじゃなくて、やっぱり人間関係も
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つくっていただいて、これからいろいろ大竹市が事業をしていくときに、お互いに支えて

いただくというか、助けてもらえるような、そういう人間関係もつくっていただきたいと

思います。しっかりと学んできていただき、また学べるような人事交流にしていただけれ

ばと思います。 

  しかし、今、積極的にそういった研修派遣を取り入れながら、研修という形で学びをふ

やしていくということではございましたが、実は今般、自己啓発等休業制度というのがあ

るというのを知りまして、廿日市市とか広島市とか、結構いろんな市町でやっているよう

ですが、廿日市市とかは毎年ＪＩＣＡに、これは２年か３年ですか、無給で学んできて、

その後また職場復帰して学んだことをしっかりと生かしていく制度というように聞いたん

ですけども、ＪＩＣＡに行ったりとか、大学に行って、より専門的な学びをしてきたりす

る制度だと聞いておりました。無給であるからいいとは言いませんが、市にとって歓迎す

べき研修制度と思いますが、大竹市にはないと聞いたんですけども、今後、ぜひ取り入れ

ていただきたいと思うんですけども、その辺の考えをお願いします。 

○北地委員長 中村課長。 

○中村総務課長併任選挙管理委員会事務局長 今おっしゃったように、そういった休業をし

ての研修の制度というのは大竹市のほうには設けてございません。当時、国のほうで取り

入れたときに検討もしたんですが、なかなか本市のほうでそういった個人のスキルアップ

のために休業してというところまでは、職員の余力の関係もありまして、踏み切れなった

というところがございます。 

  今後、その必要性をよその団体の例も見ながら、どこまでできるのかということは研究

してまいりたいと思います。 

  今、国のほうに派遣する分につきましても、あちこち研修視察等に行くと聞いておりま

す。そういった情報も聞きながら、今後に向けて考えていきたいと思います。 

  以上です。 

○北地委員長 議長。 

○細川委員 よその市町に行っても、とても生き生きと仕事をしていらっしゃいますので、

しっかりと制度を取り入れていただければと思います。また、この制度は地方公務員法に

も規定されてるように聞きましたので、前向きに御検討をお願いいたします。 

  次にいきます。人口についてですが、ここ数年間の人口の推移を調べてみたんですけど

も、残念ながら、大願寺の小方ケ丘の効果があった当初は人口減少に歯どめがかかったか

と思って喜んだんですけども、その後急速に減っているように思います。昨年度はマイナ

スが300人を超えて400人に近づいているという状況でございます。 

  また、まち・ひと・しごと創生総合戦略の評価とかもなさっているようですが、ここで

幾つかの目標を上げておられまして、ゼロから４歳の人口比率を今より高くするとか、合

計特殊出生率を上げるとか、婚姻関係を理由とする転出を減らすとかあるんですけれども、

この辺の数字についてどのように評価されていらっしゃるでしょうか。 

○北地委員長 三上課長。 

○三上企画財政課長 まち・ひと・しごと創生総合戦略の数値目標としてゼロから４歳人口
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なんですが、平成30年度は3.7％ということで、基準値が3.6％でしたので、これは一応ク

リアといいますか、超えております。 

  合計特殊出生率につきましては、1.50人で、基準値が1.38人ですので、これも基準値の

ほうは超えております。ただ目標値が1.52ということで、これには届いておりません。 

  済みません、先ほどのゼロから４歳人口も、目標値が3.6％になっておりますので、こ

れは平成30年度はクリアしております。 

  出生数ですが、基準値が7.4人で、平成30年度が７人、目標値が8.2人ということで、か

なり下回っております。 

  婚姻関係を理由とする転入者と転出者の数の差を縮めるというのが、基準値がマイナス

49人、目標値はマイナス25人ですが、平成30年度はマイナス72人ということで、かなり開

きがあるという状況でございます。 

  以上です。 

○北地委員長 議長。 

○細川委員 状況説明はわかりました。分析はどのようにされましたでしょうか。 

○北地委員長 三上課長。 

○三上企画財政課長 分析といっても、いわゆる社会増減につきまして、年によってある項

目は社会増になっているものもあったら、その翌年はマイナスになったりということで、

統一性がありませんので、なかなか分析というところまではいっておりません。 

  平成30年においてですが、移動理由というのがあるんですけども、一番増加が多かった

のが、退職・廃業ということで、これはプラスで社会増になっております。ただ増といっ

ても12人ですが、その次が介護で９人、負傷が３人で、プラスはその３つしかありません。

あとは全部マイナスになっております。一番減が大きいのが、その他ということでこれは

全くまた理由がわからない、その他でマイナス79人、結婚・離婚・養子縁組というのがマ

イナス72人で次に減が多いという状況になっております。この結婚・離婚・養子縁組も、

平成30年度はマイナス72人なんですけども、平成29年度はマイナス18人ということで、年

によって開きが大きいというのもありまして、なかなか、こうだからああですというよう

な分析は難しいところがあります。 

  以上です。 

○北地委員長 議長。 

○細川委員 今年度、大竹市まちづくり基本構想の策定を作業されていくと思いますので、

ぜひその辺の数字の分析をやっていただきたいと思います。気になるのがやっぱり社会減

では特に20代から30代の人たちが数多く減っているように思います。大竹市はファミリー

世代というか、子育て世代の方に数多く大竹市に住んでいただきたいということでいろん

な施策を立てているように思っておりましたが、どうなんでしょうか。今年度の予算を見

ても、防災には非常に力が入っていて、将来の負担がふえても、このチャンスにしっかり

と備えておくという気持ちが前面に出ておりまして、安心・安全面では非常に力が入って

いるなと思うんですけれども、若い世代の定住促進という意味で、若干その全体の意思統

一はどうなのかなと。例えば、先ほど話がありました、コンビニ及びスマホ収納導入事業
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も、私はどこまでいったら採算がとれるかという問題よりも、若い方に大竹市に住んでい

ただくために絶対に必要な施策じゃないかというように思っているんですよね。それであ

えてこの総括でさせていただいたんですけど、やっぱり全体として今大竹市がどの層に働

きかけなければいけないのかというのを、全部の人たちで共有していただきたいと思って

いるんですけども、例えば今回のこのまち・ひと・しごと創生総合戦略のこういった評価

を全体で共有していくという作業をどのようにされているのか少しお聞かせください。 

○北地委員長 三上課長。 

○三上企画財政課長 まち・ひと・しごと創生総合戦略の評価につきましては、例年、10月

に推進会議をしております。その際に評価というものは資料としてお出ししておりますの

で、それで庁内のほうに周知はされているものと考えております。 

  以上です。 

○北地委員長 議長。 

○細川委員 安心しました。しっかりと皆さんで共有して、よりよい子育て世代に訴える、

結婚のときに大竹市を選んでもらえるような施策をつくっていっていただきたいと思いま

す。 

  時間がないので次にいきます。利用者支援事業についてですが、民生費のときに聞けな

かったんですけど、母子保健コーディネーターを１人配置するということですが、この方

の身分というか、それとあと専任職員になるのかどうか教えてください。 

○北地委員長 どうぞ。 

○松重保健医療課長 母子保健コーディネーターは、正規職員保健師を予定しております。

専任職員かどうかなんですけど、１年は専任職員と考えております。 

  以上です。 

○北地委員長 議長。 

○細川委員 専任職員ができるということで、しっかりと施策を進めていただけるものと思

いました。 

  ところで、今回、利用者支援事業母子保健型と、基本型をそれぞれの担当のところで連

携を取りながら実施するといったお話でした。この事業をするに当たっては、狙いはワン

ストップで切れ目のないサービスをしていくんだと、生まれる前から子育て期間にわたっ

て若いお父さん、お母さんたちが安心して子供たちを生んで育てられるようにということ

だと思うんですが、利用者の視点から見たら、担当は別々のところで別の場所でやるより

は、一カ所でサービスをしていただいたほうがわかりやすい。大竹市が子育て支援に力を

入れているというのはとてもわかりやすいし、来やすいと思うんですね。子供が生まれる

前は保険医療課、生まれたら今度は子育て支援センターですか、場所も離れております。

このあたり、あえて分けた理由、そのメリットがあるのかどうか、それとも将来的には一

カ所にしたいという思いがあるのか、将来の見通しもいただきながら教えてください。 

○北地委員長 豊原部長。 

○豊原健康福祉部長 おっしゃるように、当面、来年度につきましては、場所的の問題がご

ざいますので、一応緊密に連携することは前提に考えておりますけれども、まず、どんぐ
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りＨＯＵＳＥの中にある基本型の子育て支援コーディネーターを配置したところと、保健

医療課におきます母子保健型、保健師を配置しております。 

  将来的には、おがたこども園ができます。その中に子育て支援センターどんぐりＨＯＵ

ＳＥ、子育て支援コーディネーターが移ってくる予定になっておりますので、全く同じ場

所、同じ建物内というわけにはいきませんけれども、そういった形で、より近いところで

緊密に連携していくと考えております。 

  以上でございます。 

○北地委員長 議長。 

○細川委員 それぞれ緊密に連携を取りながらやっていただくとは思いますが、このたび私

が３款民生費で聞いたらいいのか、４款衛生費で聞いたらいいのかと大変迷ったのと同じ

ように、利用者の方も迷うと思うんですよね。一つ心配なのが、２つの課でやることによ

って、お互いに悪い言い方をすると仕事の押しつけ合いになってしまってはいけないかな

と思うんですよね。例えばどちらかにセンター長なりを置くとか、そこが全体の課題を把

握して調節をしていくというような体制をとるおつもりがあるのかどうか、お願いします。 

○北地委員長 豊原部長。 

○豊原健康福祉部長 現在のところ、今までになかった支援事業、例えば個別支援計画の作

成等につきましては、妊婦全員に支援計画をつくって提示します。切れ目のない支援をし

ていきますという形で、当面、この間も本会議の中でも申し上げたんですけども、まず、

来年度は事業を開始する必要があるであろうということからスタートして、どういったこ

とができないかという事案が出てくると思います。その中で、当然、できないこと、もち

ろんできないことがあってはいけないんですけども、十分に補えないところがもし発生し

たりすれば、その中でまた別途考えていく必要があろうかと思います。 

  まずは、国等で示された切れ目のない支援を十分にやっていくこと、計画していくこと

が必要であると思いますし、今言われたようなことも将来的には考えていく必要があるか

と思いますけど、今のところ、示された事業についてまず十分に行っていく、切れ目のな

い支援を行っていくということに重点を置いて、当面は考えていきたいと思います。 

  以上でございます。 

○北地委員長 議長。 

○細川委員 課題があれば、ぜひ積極的に解決の方向にもっていっていただきたいと思いま

すが、さて、この事業に伴って、産後ケア事業を始めると聞いておりますが、いつからど

のように始まるのか教えてください。 

○北地委員長 どうぞ、松重課長。 

○松重保健医療課長 事業の開始時期につきましては今検討中でございます。７月を目途に

始めたいという思いはありますけれども、まだ準備のほうが整っておりませんので、順次

進めたいと思います。 

  以上です。 

○北地委員長 議長。 

○細川委員 既に先行してサービスをしておられる廿日市市、広島市、東広島市などの状況
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も見ておりますが、宿泊型の産後ケアのサービスは高いようです。ぜひ安くできるように

御検討をよろしくお願いいたします。 

  要望で終わります。 

○北地委員長 他に質疑はございませんか。 

  寺岡副議長。 

○寺岡副議長 最後に質疑をさせていただきます。私も利用者支援事業の件で伺っておきた

いんですが、先ほど部長からもありましたように、まずは事業をスタートということと、

議場のほうでは同僚議員の質問に対して、見守ってほしいといった、そういった旨の発言

もあったかと思います。基本的にはその立場でおりたんですけど、少しもやもや感が残る

ので、この場をおかりして伺っていきたいと思います。切れ目のない支援ということで、

切れ目というのをテーマに幾つか伺わせていただきます。 

  まずは、ライフステージや分野による切れ目について。これから１年かけて形をつくり

ながら２年目、３年目と充実させていくと思います。保健、医療、福祉、これからライフ

ステージとしての教育の場に向かう家庭、子供たちについて、誰がそれまで福祉や保健の

関係で培ってきた、積んできた個人情報をどういうふうにつなげていくのかというところ。 

  それから今の家庭の中では、しつけと養育の違いがあると思います。保健や医療、福祉

の部分の養育と、家庭教育としてのしつけ、これが今の大竹市の体制だと、それぞれの課

に分かれるわけですよね。これをどのように市としては整理していくのかというあたり、

これも切れ目になると思います。 

  それから、ここの部分でいくと、今、こども相談室が大竹市はすごく大きな財産として

あると思います。これまで15年ぐらい多くの家庭、子供たちを救ってきた実績があって、

蓄積してきたノウハウがある。そして情報もお持ちであると、これらを今後、ネウボラ的

機能ができたときに、どのようにつないでいくのか、存在の立ち位置が市の中で変わって

くるんじゃないかなと思います。特に、先ほどの議長に対する御答弁で、将来的にどんぐ

りＨＯＵＳＥがおがたこども園に移設したときに、これまではほぼ同じ場所でやっていて、

情報のやりとりも実にスムーズに行っていたと思うんですが、それが将来的に場所が移動

することになったときに、どうやって連携を深める、もしくは融合させるべきだと思うん

ですが、この将来的な流れをどうするのかというところも伺わせてください。 

  次に行政区の切れ目なんですが、里帰り出産、大竹市外で生まれる、準備をされる。ま

た逆もありますよね、こちらに帰ってこられて、都市部など別のまちでまた生活をされる

という方の母子の健康状態の情報をどのように現地とやりとりをしていくのかという、こ

の切れ目ですね。行政区の切れ目をどう考えておられるか。 

  続いて、人の切れ目、これは職員の異動というところから思ったんですけども、どうし

ても地方に限らず公務員は多くの方が異動の宿命があると１年前の一般質問で伺っていま

す。ただそれがいいことばかりとは限らないと思います。この異動について、人の切れ目

ができるなと。 

  それから、今のこんにちは赤ちゃん事業とかも民生委員や児童委員の御協力をいただい

ていると思います。すごくいい事業で、大竹市でも長くやっていただいて、大変ありがた
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いことなんですが、この民生委員、児童委員の交代というのも結局人の切れ目になります

よね。この辺も含めて、民間の皆さん方と、今役割を分担している現実があって、この人

の切れ目をどのように整理していくのかというところを伺っておきたいと思います。 

  あと、今回のことを考えていく中で、大変私自身が混乱したんですけども、法の切れ目、

民法と学校と教育法、児童福祉法、最近できた子ども・子育て支援法、これは児童、子供、

少年、言葉が入りまじって全部の法律で何歳までという定義が全部違うんですよ。私すご

い混乱して、この場では福祉課、保険医療課、総務学事課、生涯学習課、それぞれのこと

に触れて質疑をさせていただいたんですけど、皆さんの中でそれぞれ得意分野の法律があ

って、その中で考えていかざるを得ないけれども、子ども・子育て支援事業計画とかをつ

くる上では、同じ定義の中でやらなければならないはずですよね。皆さん方がどのように

整理をされたのかをアドバイスいただけたらと思います。 

  最後になりますが、そもそも、なぜ切れ目があってはいけないのか、このあたり、概念

的になりますが、どういった思いの中でつくってこられたのかお聞かせいただけたらと思

います。 

  以上です。 

○北地委員長 豊原部長。 

○豊原健康福祉部長 多岐にわたる項目の中で、つながりを大事にした副議長の御質問だっ

たと思います。今お聞きする中で、なかなかどう答えるべきかなというのがストレートに

すぐに浮かばないというのが実態でございます。 

  ただ、先ほどの繰り返しになりますけども、これまで、十分にできていなかった切れ目

のない支援、子育て生活支援センターの必須の業務として、妊産婦、乳幼児等の実情を把

握しましょうと、それから妊娠、出産、子育てに関する各種の相談に応じ、必要な情報提

供、助言、保健指導を行いましょう。それから支援プランを策定しましょう。それと保健

医療また福祉の関係機関との連絡調整を行いましょうと、そういった形で、今までは確か

に十分にできていなかったことについて、今後そういった子育て世代包括支援センターも

整備して人を配置して取り組んでまいりましょうということが考え方にあるのではないか

と思います。 

  例えば個別支援計画の策定については、今まで妊婦全員に支援計画を提示して、特に要

支援者には個別支援計画を策定する、要はネグレクトですとか、そういうことが生じない

ようにするためには、そういった形で計画をつくる中で要支援者を見つけていく、実際に

その保健師、あるいは先ほどの子育て支援コーディネーターが面談等を行う中で、そうい

ったことを発見、もちろん今までもしてきたんですけれども、これからはそういった形で、

そういった芽をつぶしていこうという形で取り組んでいこうと考えているところです。 

  なかなか総合的な話になって、本来は私のほうからお答えすべきところなんですけども、

里帰り出産であるとか、人の切れ目であるとか、民生委員の分について、あと法律のたて

りの関係ですね、今おっしゃったことについてです。済みません、今、全てをストレート

にお答えできる言葉が見つからないというのが正直なところでございます。申しわけござ

いません、以上で終わります。 
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○北地委員長 寺岡副議長。 

○寺岡副議長 お答えしにくい質疑になってしまったかもしれません。基本的には、先の本

会議で、部長もまずはスタートしてみて、見守ってほしいというお言葉の立場で私もおり

たいと思います。先ほどの発言は課題として受けとめていただいて、一つ一ついいものを

つくっていっていただきたいと思います。 

  ネウボラ的な仕組みが生じることによる、保護者の小１ギャップこれが起こらないよう

にしてもらいたいと思います。小１プロブレムとか20年ぐらい前から言われていますけど、

保護者が、小学生になったら途端に市とかの対応が変わったな、ネウボラのときはあんな

によかったのに、といったことにならないような、しっかりライフステージの中での連携、

切れ目というのをつぶしていっていただきたいと思いますので、また研究していただきた

いと思います。ありがとうございました。 

○北地委員長 以上で一般会計に関する総括質疑を終結いたします。 

  議事の都合により暫時休憩いたします。 

  再開は14時30分。国民健康保険特別会計予算から入ります。よろしくお願いします。 

14時20分 休憩 

14時29分 再開 

○北地委員長 休憩前に引き続き会議を開きます。 

  お諮りします。日程第２、議案第２号令和２年度大竹市国民健康保険特別会計予算、日

程第３、議案第７号令和２年度大竹市介護保険特別会計予算及び日程第４、議案第８号令

和２年度大竹市後期高齢者医療特別会計予算の３件につきましては、関連がございますの

で一括審査としたいと思いますが、これに御異議ございませんか。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○北地委員長 異議なしと認めます。よって、本３件を一括審査とすることに決しました。 

  歳入歳出の一括質疑に入ります。 

  １回目の質疑をお願いいたします。 

  藤川委員。 

○藤川委員 よろしくお願いします。324ページです。見守りタグ使用料ですね。以前にも

説明をしていただいたんですが、現在の状況をお聞きしたくて、見守りタグを使用してい

る方の人数、何人使っているのか。それと見守りタグアプリ、ボランティアのアプリです。

これは大竹市民の方がダウンロードしている人数はわからなかったんですよね。私、何カ

月か前にホームページからその見守りタグアプリをダウンロードして、今、見ているんで

すが、広島県で21人って出ているんですが、これは広島県内にいる数字ということ。この

数字はどうなのか、教えてほしいです。 

  それとこの見守りタグアプリ、ホームページにも載っていますし、前に一度、市広報で

見たことがあります。この現在の周知方法をお願いします。 

○北地委員長 元田係長。 

○元田地域介護課地域支援係長 御質問のほうなんですけども、御承知のとおり、この見守

りタグ事業のほうは平成30年度の初めからスタートしている事業になります。この事業は、
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少し繰り返しになるかもしれないんですけれども、認知症により徘回のおそれ等がある方

の見守りをするために、見守りタグという子型の端末機、以前にも御説明したかと思うん

ですけども、大体印鑑ぐらいの直径で15グラムぐらいのすごく小さいものです。それを所

持して、かばんに携帯したりとか、あと専用の靴が売ってあるので、そういうものを履い

て、徘回をされた方が、あらかじめ委員がおっしゃったような見守りタグのアプリをイン

ストールした方とすれ違うことによって、それがサーバーに位置情報とか、時間帯とかが

蓄積されて、家族等の負担を軽減する、探しやすいようにするというものです。以前にも

聞いていただいたこともあるかと思うんですけれども、現在の見守りタグの利用者さんは

２名です。以前は３名とお話ししたかと思うんですけども、１人は施設入所に伴い返還さ

れましたので、現在は２名の方です。 

  見守りタグアプリのインストールをしている方というのが、私も自分自身が実際に登録

しているので21名というのは最新の数だなと思ったんですけども、常に位置情報をオンに

していないと、ふえなかったりとか、そういったことがあるのかなと感じております。 

  以上です。 

○北地委員長 藤川委員。 

○藤川委員 ありがとうございます。この見守りタグを使っている方は今は２名、この方は

自分が利用したいから市に問い合わせる、ホームページを見る。ですがこの見守りタグア

プリですか、興味のない方はどこにも目に触れることができないと思うんですよね。だか

ら先ほど同僚議員がおっしゃった、市ホームページのトップページにリンクを貼るとか、

市広報に毎月載せるだとか、防災メールも一緒だと思うんですね、大竹市民の皆さんに伝

えたいという気持ちがホームページから伝わってこないんで、そこについて今後も御検討

していただければと思います。 

  以上です。 

○北地委員長 他に質疑はございませんか。 

  山本委員。 

○山本委員 国民健康保険特別会計と介護保険特別会計とそれから後期高齢者医療保険特別

会計、３議案が一括ですから、それぞれについてお聞きしますが、国民健康保険特別会計

の上で、今年度、国民健康保険料の値上げはあるんですか、ないんですか。あるとすれば、

加入者市民一人当たりどの程度の値上げになりますか。 

  それで予算審議の時点では、値上げ幅が幾らとおっしゃっても、納付書が届く６月段階

ではそれとはかなり高額な保険料が請求されるということが例年なんですが、そういった

ことを見越して、どの程度値上げになるか、値上げの金額を示してもらいたいと思います。 

  それから介護保険料は、一定の累進性が導入されまして、それなりの負担の公平化が考

慮された形になっているんですが、これも介護保険料の値上げ幅があるのか、ないのか。 

  それで国民健康保険にしても介護保険にしても後期高齢者医療にしても、加入されてい

る皆さんは、その保険料が毎年のように値上がりすることによる負担にかなり深刻な声が

我々にも寄せられておるのが現状なんで、いずれも値上げをされるのか、されるとすれば

一人当たりどの程度の値上げになるのか。そこのところも聞かせてください。 
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○北地委員長 松重課長。 

○松重保健医療課長 令和２年度の被保険者の保険料の負担がふえるのかという御質問につ

きましては、現時点で申し上げられるのは、国民健康保険は県の推計をしている推計値で

しかお答えができません。それによりますと、本市の令和２年度分は13万1,086円でござ

いましたので、令和元年度分と比較しますと254円増加しているというような結果でござ

います。 

  実際に委員が言われるとおり、実際に賦課するときとの差はございますが、現時点で言

えるのはこの数字となります。 

  以上です。 

○北地委員長 森川係長。 

○森川地域介護課介護高齢者係長 介護保険料ですけれども、介護保険料につきましては３

年ごとに策定する介護保険事業計画のほうで介護保険料のほうを定めておりますので、令

和２年度につきましては、現行の第７期の計画期間内ですのでそのまま変更はありません。

令和３年度からの３年間の介護保険事業計画の中で、介護保険料については検討していく

んですけれども、それは来年度作業をしていくことになりますが、基金等もありますので、

それらも含めて、できるだけ、極力上げないようにということでは検討してまいりたいと

思っております。 

  以上です。 

○北地委員長 三浦課長補佐。 

○三浦保険医療課課長補佐兼国保年金係長 後期高齢者医療制度の保険料率につきましては、

２年ごとに見直しをされるようになっております。令和２年度から見直されました保険料

率が適用されます。数字を言いますと、均等割が４万6,451円で、951円ほど増加しており

ます。それと所得割につきましては、8.84％で、0.08ポイント増加しております。 

  以上でございます。 

○北地委員長 山本委員。 

○山本委員 ここについては、スタートの段階で県単位で広域化された時期に必ずしも県単

位の標準保険料率を適用することをしなくても、市町村段階でこれまで蓄積した努力なり、

その医療環境なりを考慮した上での保険料の設定を認めることになっておったんですが、

今の話では、県単位の標準的な保険料率が適用されるような話よね。いつ崩れたんですか、

その申し合わせなり、国のこの制度のスタート段階での説明が。 

  そのことと、介護保険については今から第８期の計画を組むとおっしゃるんですが、し

かし、この計画を組むに当たっては、市の担当課のほうが主導されるというのは当然の事

なので、そこでの計画策定に当たっての配慮なり、また市としての方向性がいやおうなし

に反映されることになるわけですから、もう少ししっかりした計画策定に臨む市の考えな

り姿勢を示してもらいたいと思うんですが、その中で特に私は累進性をさらに高度化する

ということに踏み込んだ議論をしていただくような対応をお願いしたいと思うんですが、

そのことについてはどうですか。 

  それから後期高齢者については、県段階の審議に委ねるしかない現状なんですが、しか
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し、後期高齢者の県段階での会議の席で、議会側を代表する委員と執行部を代表される委

員とわずか２名しか出てないよね。しかし、その会議の内容については、全然議会にも報

告がありませんから、我々も知る由がない。今回値上げをするんだとおっしゃるんですが、

値上げの理由なり、事情なりを説明してもらわないと、ただこうなりましただけでは我々

もそれだけの話では理解もできないし、納得もできんわけですから、よろしくお願いしま

す。 

○北地委員長 三浦課長補佐。 

○三浦保険医療課課長補佐兼国保年金係長 国民健康保険料のことでございます。先ほど課

長がお答えしましたのは、集めるべき保険料総額の一人分ということで、保険料収納必要

額13万1,086円というのをお答えしております。こちらのほうは県が設定します事業費納

付金に納める保険料を集めるべき額として設定されておるわけですけども、実際の賦課は、

今後６月ぐらいに各市で行いまして、そこでやはり先ほど山本委員が言われましたように、

基金を投入して独自に下げていくのかという検討をしていくことになると思います。その

基金を投入するとかいう話も、令和５年度までは激変緩和期間とされておりますので、そ

こまでについてはそういったことも措置することができると、それ以降は準統一の保険料

率というのを各市町が設定していくということになります。 

  後期高齢者医療の値上げの理由なんですけども、今回の料率改定において、保険者数及

び医療給付費の増加が見込まれたということで、これらのことによりまして保険料収納必

要額が上昇するということになりました。 

  それと賦課限度額のほうも、後期高齢者医療におきまして62万円から64万円に上昇して

おりますので、そちらのほうも一因となっております。ただ、賦課限度額のほうは、増額

されることによりまして、所得割率の上昇が抑制されますので、中間所得者層の方にとっ

ては保険料負担の軽減につながると思います。 

  以上です。 

○北地委員長 佐伯課長。 

○佐伯地域介護課長 第８期の介護保険事業計画をこれから検討してまいりますが、どうし

ても高齢者の方、要介護、要支援認定を受けられている方の人数はおのずとふえていきま

すし、現在、第８期計画に向けてニーズ調査等を行っておりますけど、需要を鑑みまして、

施設等が必要であればそれを整備していかないといけないというところも、保険料が上が

るほうに作用してまいります。そういったところで上がる保険料をどうするかというとこ

ろで、先ほど申しましたように、なるべく低額に抑えたいというのは気持ちとしてありま

す。 

  先ほど、基金を活用してということもありましたし、委員がおっしゃいます累進性と、

我々も大きい段階、多段階化といっておりますけれども、国の段階は９段階ございます。

９段階のうちの本人が市町村民税課税となっている段階、国で言えば６以降、６、７、８

９の段階が高いほうなんですが、こちらについて段階をふやすことができるということを

されています。 

  大竹市の場合、国でいう９段階、９段階というのは、本人の所得が300万円以上、大竹
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市は特別に290万円としておりますけど、その段階が国は一律の割合なんですけど、大竹

市はそこを３つに分けておりまして、合計11段階、先ほどの290万円以上から次は400万円

を境に、次は600万円を境にということで、率を上げて全体の保険料を押さえているとい

うことをしております。これは前回、第６期から行っておりますけど、第８期に向けても

これをさらにふやすことも可能ですので、それをふやすのかといったところも含めて、保

険料をなるべく抑えていくという方向で考えていきたいと思っております。 

  以上でございます。 

○北地委員長 山本委員。 

○山本委員 それでここのあり方の中に、平等割とか均等割とかあるね。これはどうなりま

すか。例年と変わらないの。ここも引き上げるんですか。そういう部分も引き上げて、一

人当たり254円、４人家族なら1,000円余り、こういう理解でいいんですか。均等割とか平

等割は別だということになる。 

  それから介護保険の問題ですが、この要支援１、要支援２の扱い、それから要介護１と

か要介護２とか認定された方の扱い、特にこの一般会計の審議の中でも同僚議員からも話

があった、特別養護老人ホームに入所したいけど入所できなくて、間もなく亡くなられた

ということを聞けば、今生きている人のための制度ですから、そういうことを考えれば、

この制度が国保介護の支援を受けたい、認定を受けて介護保険制度の恩恵にあずかりたい

というふうな思いを持ちながらも、その恩恵にもあずかることができないまま亡くなると

いうことでは、制度上も、また執行者としても非常につらい思いをされているんじゃない

かと思うんですね。そういったことを含めて一つ国民健康保険にしても、介護保険にして

も、後期高齢者医療の問題にしても、やっぱり高齢者を大事にする政治でなくては、子供

も大事にできないし、市民主体の政治なんていうのはできないので、そういった思いを込

めて質問しとるんで、もう一度その辺のことを聞かせてください。 

○北地委員長 松重課長。 

○松重保健医療課長 令和２年度の国民健康保険料率について御質問がありましたのでお答

えしたいと思います。 

  県が行う本算定の結果では、３区分の合計で平等割率が11.38％、均等割額が４万5,766

円、均等割額が３万5,460円となっております。令和元年度の料率と比べますと、所得割

率は0.75ポイントの減少、均等割額は693円の増加、平等割額は3,260円の減少となってお

ります。 

  先ほど申しましたのは、被保険者数で割った人数になっておりますので、世帯等により

ましてこの金額のほうは変わってくるものと思われます。 

  以上です。 

○北地委員長 佐伯課長。 

○佐伯地域介護課長 特別養護老人ホームの入所基準のことで御質問があったと思いますが、

そちらのほうでお答えしたいと思います。 

  平成27年からですけど、特別養護老人ホームへの入所は要介護３以上に限定されたとこ

ろでございます。この介護保険という制度が国全体の制度でございますので、ある程度従
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わざるを得ないという部分があるんですけど、中には要介護２以下であっても、例えば認

知症があるとか、単身であるとか、家族の介護力が少ないとか、そういった事情があれば

施設のほうからこういった事情があるので、申し込みのほうは規定をしておりませんので

入所はできないんですけど、特別養護老人ホームのほうへ入所申し込みはできていると、

そういった中で認知症であるとか、単身でお暮らしであるとか、そういった事情のある方

については施設のほうからこういった方は特別な事情があるんだけれども入所しても構わ

ないかという相談があるケースがあります。そうして入所していただいた方もいらっしゃ

いますので、個々の事情により必ずしも要介護３以上でないと入所はできないということ

ではない。ということで、件数にしてこれまで４件ではございますけど、そういったケー

スもあるということで御理解いただければと思います。 

  以上です。 

○北地委員長 よろしいですか。 

  他に質疑はございませんか。 

  和田委員。 

○和田委員 今、山本委員の質疑に関連があると思うんですが、312ページ、令和２年度介

護保険料の歳入予算額が、前年度に比べて1,300万円ぐらい下がっていますよね。この理

由はわかりますか。 

○北地委員長 佐伯課長。 

○佐伯地域介護課長 済みません、答弁がおくれました。 

  単純に下がった原因は、消費税が10％になってから、先ほどの保険料段階の話を申しま

したけど、保険料段階の低い方から第１段階、第２段階、第３段階と、ここまでの方につ

いては、国からの低所得者の軽減対策ということで、公費で補塡をしますというところが

ございます。これは消費税が８％になったときから、第１段階について、一番低い段階に

ついては導入されていたんですけど、10％に引き上げられたときに、第２段階、第３段階

も反映されたということで、令和元年度は半年分、10月から以降分のみ公費として補塡さ

れますので、その分いただく保険料は下がります。これが令和２年度からは通年、１年分

ということになりますので、補塡される額が大きくなったということで、その分実際にお

支払いいただく保険料が低くなり歳入への計上が減額されているというところでございま

す。 

  以上です。 

○北地委員長 和田委員。 

○和田委員 私は単純に被保険者が亡くなって少なくなったんかと思ったんですけど、そう

じゃないんじゃね、はい、わかりました。ありがとうございます。 

○北地委員長 他に質疑はございませんか。 

  山崎委員。 

○山崎委員 235ページの国保料滞納処分事業でお伺いします。 

  これは新型コロナウイルス対応ということで、国民健康保険証の資格証明書を交付され

ている被保険者に短期保険証を交付するよう、各自治体へ指示を求めるということであり
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ますが、厚生労働省が先月２月28日に、厚生労働省保健局国民健康保険課長名で新型コロ

ナウイルス感染症に係る帰国者・接触者外来の受診時における被保険者資格証明書の取り

扱いについてということで、感染拡大の防止のために資格証明書を被保険者証とみなして

取り扱うという指示を出したということでありますが、これは当然これからも続くことだ

と思いますので、お伺いをしておきます。 

  この資格証明書の方は、多くの人が10割の自己負担が課せられると誤解したまま、その

受診を控えるというような状況があるので、早く被保険者に行政から今回の取り扱いを直

接説明するように求めたものだということでありますが、この対策については、どのよう

になさっていらっしゃるか。ということと、短期被保険者証と資格証明書の発行者数も一

緒にあわせてお伺いします。 

○北地委員長 三浦課長補佐。 

○三浦保険医療課課長補佐兼国保年金係長 資格者証の発行枚数でございます。令和元年度

の８月１日の更新時点の数字ですけども、資格証明書が人数的に117人です。世帯数にし

ますと93世帯、短期被保険者証につきましては、人数が253人で、世帯数が147世帯でござ

います。 

  以上でございます。 

○北地委員長 松重課長。 

○松重保健医療課長 済みません、通知のほうが来ていたというのは確認はしておりますが、

実際に医療機関等は県の医師会を通じて同じ通知文は来ていると思います。今のところ本

人に対しての市からの通知等は特にいたしておりませんが、医療機関においては、窓口で

そういう対応をしていただきたいという国の通知のほうは県、医師会を通じて出している

という状況でございます。 

○北地委員長 山崎委員。 

○山崎委員 確かに、厚生労働省が医師会に出した文書もあります。しかし、都道府県民生

主管部、あるいは国民健康保険主管課等へ出された厚生労働省の通知文もあるんですが、

結局、県が知っておられても自治体でそういった被保険者に通知がいかないと、結局10割

負担だと思って受診控えをされるということが今問題になっておるわけですよね。そうい

ったことでは、ぜひ課題として、これはずっと４月以降も続きますので、よろしくお願い

いたします。 

  それで次に、国民健康保険についてお伺いしますが、厚生労働省がこの新型コロナウイ

ルス対策ということで、経済活動に悪影響が出ていることを踏まえて、国民健康保険料を

納められない人に納付期限を延長できることを全国の自治体に通知したということであり

まして、先ほど税の納付が難しい人については猶予するんだというようなお話もありまし

た。それで自治体は各自の判断で納付を猶予できるが、介護保険料についても同じ扱いに

したということで、感染症の拡大で観光業や飲食業などの幅広い業種が影響を受けている。

年金事務所には売り上げの減少により保険料の支払いが難しくなっているなどの意見も出

てきておるということで、国民健康保険料と介護保険料について、延長の手続をしてもら

えれば延長できますよということだと思います。 
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  それで例えばどれぐらい延長できる期限があるのか、あるいは延長後、どうやって返済

していくのか、納付ですね。これは分割納付ができるのか、延長することによって延滞金

がつくのかどうか、そういったことをまた一部免除ということもあるみたいでございます

が、そういったことについての対応、保険者、被保険者はどうしたらいいのかということ

を、延ばしてもらったら返済は一括だというのでは大変だと思うので、延滞金がつくとい

うことはないんだろうと思いますが、そういったことについての安心感をお伺いしたいん

ですが、よろしくお願いします。 

○北地委員長 岡崎主幹。 

○岡崎市民税務課主幹兼収税係長 一応国のほうから、国民健康保険料、介護保険料、後期

高齢者医療保険料の納付猶予に関する事務の取り扱いについてということで通知が来てお

ります。まずこれにつきましては、徴収猶予の規定というものがあります。それは国民健

康保険、介護保険は大竹市の各条例に、後期高齢者医療は広島県後期高齢者医療広域連合

後期高齢者医療に関する条例で規定されております。 

  内容につきましては、各条例とも文言が違ったりするんですけれども、おおむね資産や

財産が盗難にあった場合や、病気や負傷、事業の廃止、休止または著しい損害を受けた場

合等に該当し、収入が著しく減少したため等で納付すべき保険料の全部または一部を納付

することができないと認める場合におきまして、納付義務者の申請によりまして、保険料

を納付できないと認められる金額を限度といたしまして、６カ月以内の期間に限って徴収

を猶予することができると規定されております。 

  あと、延滞金なんですけども、扱いは税と同じだと考えておりますので、恐らく延滞金

のほうは全額または一部免除になろうかと考えております。 

  支払い方法といたしましては、個々の事情をお聞きしながら、分割しての納付になろう

かと考えております。 

  これについては申請が必要ですので、また市民の方に市ホームページ等で周知を行いま

して、申請がありましたら適切に対応してまいりたいと考えております。 

  以上です。 

○北地委員長 山崎委員。 

○山崎委員 短期で終わらなくて、長期にわたっての新型コロナウイルス対策というのが必

要なようでございますので、引き続いてよろしくお願いいたします。 

  それで介護保険料の滞納処分についてお伺いします。介護保険料の滞納理由として預貯

金などを差し押さえる滞納処分を受けられた人が本市においてはどれぐらいありますか。

さらに、滞納の罰則など、ペナルティーとして介護保険給付の制限をつけられた人はおら

れますか。もし滞納処分を受けられた方がおられれば、滞納処分で保険料を充当できた人

はどれぐらい該当しますか。こういったことについてお伺いいたします。 

○北地委員長 佐伯課長。 

○佐伯地域介護課長 ３つ御質問があったと思うんですが、２点目と３点目について先にお

答えをしたいと思います。 

  介護保険料を滞納されましたら、２年以上の滞納がある場合に、先ほど委員がおっしゃ
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った、給付制限といいますか、通常介護保険を利用すると１割負担でサービスが受けられ

るんですけど、これは基本１割、２割、３割の方もいらっしゃいますけど、それが１割負

担が３割負担になる、２割負担も３割負担です。３割負担の方は４割負担になるといった

感じで、介護サービスを使ったときにそういった制限がかかることになります。 

  件数につきましては、事例としてはございます。ゼロ件という年が多いんですけど、大

体ゼロ件から３件ぐらいの件数が毎年出ております。平成30年度はゼロ件、平成29年度は

１件、今年度は、済みません、まだ統計をとっていないんですけど、記憶では１件あった

かなというところでございます。 

  保険料への充当と申されたと思うんですけども、２年以上たったものは、もう不納欠損

という形で処理をしておりますので、もう充当ができる状態にないというところでござい

ます。 

  以上です。 

○北地委員長 岡崎主幹。 

○岡崎市民税務課主幹兼収税係長 介護保険料を滞納して、滞納処分をしたかどうかという

ことなんですけども、数字的には今持っていないんですけども、恐らく滞納をされる方は

税や保険料などを複数滞納される方が多くて、滞納処分というのは、この保険料とかの税

とかという、その人から差し押さえる金額をいただいてからそれを振り分けるということ

になりますので、介護保険料の滞納に基づく滞納処分というのはあるということになりま

す。 

  以上です。 

〔発言する者あり〕 

○北地委員長 岡崎主幹。 

○岡崎市民税務課主幹兼収税係長 介護保険だけでというわけじゃなくて、全体で差し押さ

え等を行いますので、介護保険についても処分があるということです。 

○北地委員長 山崎委員。 

○山崎委員 介護保険ではわかりにくいけれども、さっき言った滞納処分が年間を通じて何

件かあるということは、これはどういうことなんですか。滞納を一括して処分するから、

介護保険の滞納ということにはならんと言われるんだけど、件数としては年間ゼロ件から

３件ぐらいまであるということについてはどういうことでしょうか。そこが理解しにくい

んだけど。 

○北地委員長 個別にはしないということなんですか。 

  佐伯課長。 

○佐伯地域介護課長 私が申し上げたゼロ件から３件というお話でございます。国民健康保

険料を引き合いに出してどうかなと思いながら、国民健康保険料は滞納した場合に短期被

保険証であるとか資格証明書であるとか、そういったものが発行されるということで、給

付制限が行われる。ただ、介護保険は実際に短期被保険証といったものがありませんので、

実際に介護保険の認定の申請をされたときに、認定をされた方について過去に滞納がある

かないかというのを調査いたします。調査して納付期限から２年以上経過したもので滞納
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があった場合に、10年間までさかのぼるんですけど、その間の滞納の月数に応じて、何月

か、先ほど申しましたように１割負担が３割負担になったりとかといった給付制限が行わ

れることになっておりますので、実際の徴収のところとは少し違うということでお考えい

ただければと思います。 

  以上です。 

○北地委員長 他に質疑はございませんか。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○北地委員長 以上で、第１回目の質疑を終結いたします。 

  ２回目の質疑を行います。質疑はございませんか。 

  山本委員。 

○山本委員 国民健康保険にしても、介護保険にしても、後期高齢者医療制度にしても、結

局は高齢者がほとんど対象で、高齢者の肉体的な、精神的な状況が、医療費等に反映して

いると思うんです。そのことを最近専門家の間では、できるだけ医療機関に世話にならな

いように、介護の認定を受けることがないように、予防に努めるためのいろんな施策を市

町の段階でも、また民間の間でも努めて、そういったことに取り組んでおられるようです

ね。それで年をとればどうしても知能の働きも弱くなるし、それから肉体的な手足の動作

も緩慢になるし、いろんな症状がいやおうなしに出てくるわけです。それで75歳など、年

齢の区分をして制度がつくられておると私は理解しておるんですが、そこで介護にしても

医療機関に世話にならないようにするための高齢者に対する日常的な対応をどうするかと

いうのが今、大きな問題だろうと思うんですが、せんだっての一般会計の歳出の審査にお

いて担当のほうからいろいろ市として取り組んでおる状況についてお話があったし、私も

またそういうことに取り組んでおられる自治体なり、団体等があれば会って交流などのお

世話をしたり、それを全市的に普及していく努力をすべきだということを申し上げました

が、この場では国民健康保険、介護保険、後期高齢者医療に関する、これはほとんどが高

齢者の皆さんが対象ですから、しかも所得の比較的少ない人たちが世話になる制度ですよ

ね、そういったことで、日常的にどうすればそうした人たちが要介護や、あるいは医療機

関に長期入院にならないようなことが可能なのか、そこのところを一つこの機会に執行部

のほうも考えてもらいたいと思うんですが、そのことに関して、特に介護保険の担当課の

皆さん、国民健康保険の担当課の皆さん、それぞれ思いもあったり、関係諸団体との協議

を通じて、新年度や、新たな計画の中にはこういうことを取り入れるとか、新年度はこう

いうことに取り組むということがあれば聞かせてもらいたいんです。 

○北地委員長 元田係長。 

○元田地域介護課地域支援係長 日常的に運動ができる場がどういうふうな機会があるかと

いう御質問かと思います。 

  年齢を重ねても、筋量や骨量というのはふえると言われています。でもそれは日常的に

体の柔軟性や筋力やバランスを鍛えるような運動をしなければふえるということにはなら

ないとも言われています。 

  現在、市のほうでは、元気はつらつ教室というものを週に１回、おがたピアとサントピ
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アのほうで行っております。こちらのほうは大体どちらも毎回40名ぐらいの参加をいただ

いております。そのほかにも公民館で月に１回、玖波公民館では月に２回になるんですけ

ど、体のほうの健康講座ということをやっております。運動のほうをされたりとか、あと

は脳トレ、簡単にできるストレッチなんかもやっております。こちらのほうも常時大体25

名から30名ぐらいの参加をいただいております。そのほかにも、御存じだと思うんですけ

ども、いきいき百歳体操を身近で体操ができる通いの場ということで週に１回程度、現在、

市内で19カ所行われております。 

  以上です。 

○北地委員長 新畑課長補佐。 

○新畑保健医療課課長補佐兼健康増進係長 健康増進係です。国民健康保険の立場から補足

をさせていただきます。国民健康保険のほうでも、特定健診を受けていただいた後、不安

のある方を対象に、さまざまな教室を実施しておりますが、数年たった今、後期高齢者医

療の年齢に到達した方、もしくはそれに近くなった方の参加がふえておりますので、今年

度から１教室ほど国民健康保険だけでなく、後期高齢者医療の方も利用できるように一教

室の予算の一部を一般会計に少し振りかえして予算計上させていただいたという経緯もご

ざいます。 

  また、やはり車を手放すというところも含めて、今後の生活のことも含めて考えていか

なければならないというところもありますので、いかに地域支援係で担当しておりますい

きいき百歳体操のような、小さな通いの場ですね、自分の家から歩いて行けるところで通

っていける通いの場へつなぎかえるか、というところも模索をしていく年に、来年度はな

るのではないかと思っております。 

  以上です。 

○北地委員長 山本委員。 

○山本委員 それで、私も高齢者の一人ですから、私自身の生活については私なりに努力し

ているつもりですが、それでも一昨年、転倒して長期入院をせざるを得なかったというこ

とも経験しました。 

  それで今専門家の間で、このフレイルという言葉が使われて、フレイルとは何ぞやとい

うことになると、高齢者の肉体的、精神的衰弱の状態だと、だから私も間違いなく衰弱し

てきておると自覚せざるを得ないんですけが、そういう要するに70歳を過ぎる75歳以上に

なるとこのフレイル、これはもう誰しも避けることができない状態になる。精神的にも肉

体的にも。 

  それでその要因はどこにあるかと言えば、精神的にも肉体的にも衰弱が進みますと、疲

れやすい、筋肉の減少に、それから転びやすい、ちょっとした段差につまずいて転倒する、

それから食事が余り進まなくなる、栄養が十分でなくなる、それから歩いたり動いたりす

る動作が低下して非常に緩慢になるという症状がフレイルの一つの問題だと。 

  それから精神的な問題としては、認知機能が低下すると言われているんですね、自分の

判断力、記憶力、こういうことがなくなる。それから鬱になる。 

  それから３つ目には社会的要因によるものも大きいと言われているんですが、外出がお
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っくうになる、家に閉じこもりきりの状態が続くと、これはひとり住まいとか、老々介護

に至るような老夫婦の家庭とか、それから閉じこもりは今、40代でもあるそうですが、高

齢者は特に閉じこもりが多くて、全く外部の人との接触の機会がなくなるという社会的な

要因がフレイルの最たる要因で、結局長期入院とか、介護の認定を受けないとならんとか、

後期高齢者医療制度の世話にならんといけんとかいうことになるんだと、こういう分析が

されている。 

  それで我々ができるところは社会的要因のところでどうするかという問題は、さっきか

ら市として取り組んでおられる、また各団体で努力されているような経験をさらに普及す

るという努力が大きなこのフレイルの解消につながるんじゃないかと思うんですが、その

ことについて、今後、新たな介護保険事業計画を策定していくとおっしゃるんですが、こ

れは何も介護だけの問題じゃないんで、国民健康保険にかかわっても、後期高齢者医療に

かかわっても、高齢者全体を対象にする問題ですから、そういった意味で、担当者のほう

では鋭意、今のフレイルの予防についての取り組みをぜひ新年度、普及に努めてもらいた

いと思うんですが、そのことについて、もし、こうだという思いがあれば聞かせてくださ

い。 

○北地委員長 佐伯課長。 

○佐伯地域介護課長 介護保険寄りの話になるかもしれませんけど、フレイルというのは、

委員がおっしゃったような状態ではあるんですが、加えますと、まだまだ改善可能な方に

なります。そういった方を対象に、現在、介護予防であるとか、そういった取り組みをし

ているところなんですけど、先ほど事業を申し上げました、元気はつらつ教室とか、いき

いき百歳体操、これは基本的に週に１回の体操なり運動を中心に取り組みをするというも

のに力を入れております。運動のほかに栄養であるとか、口腔の管理とか、そういったと

ころも含めて週に１回、継続的に行っていただくということで進めつつあります。 

  それから、いきいき百歳体操もそうですけど、定期的に状態がどうなっているかという

のを検証もしております。一番最初に専門職の職員が参って、いろいろ運動のテストをし

たりとか、例えば何メートルか先の目標に行って帰って何秒かかるかとか、そういった数

値を残しておいて、３カ月後、６カ月後にどうなっているかという検証もしておりまして、

改善される方がたくさんいらっしゃいます。特にいきいき百歳体操では、御近所の集まり

で進めておりますので、現在19カ所ということでなかなか箇所数がふえるペースが遅くな

っていますけど、そのように御近所で集まることによって、おしゃべりなんかもしていた

だいて、精神的にもリラックスできるのかなというところもありますので、計画をつくる

に当たってとおっしゃいましたけど、今後、そういった地域での集まりの場というものを、

どんどんふやしていきたいと考えております。 

  以上でございます。 

○北地委員長 よろしいですか。 

  他に質疑はございませんか。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○北地委員長 以上で、第２回目の質疑を終結します。 
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  ３回目の質疑を行います。質疑はございませんか。 

  山本委員。 

○山本委員 最初の質問の中で、国民健康保険については均等割、平等割というふうにあり

ますよね。それで、いろいろ賦課すべきことが定められておるんですが、ただ単に保険料

というだけでなしに、そういった平等割とか均等割とかいうことを含めていくら値上げに

なります。予算の上で。ほかの段階ではまだここじゃはっきり言えないということですが、

ほかの段階じゃあここで説明された金額よりかさらに大きくなるのが毎年のことで、しか

し、ここで金額をさっき一人当たり254円だとおっしゃったんですが、その中には均等割

とか所得割とかいうのは含まれておらんでしょう。だからそういうものを含めて幾らにな

るかということをおっしゃってください。幾ら負担になるのかという、私の問いはそうい

うことです。 

○北地委員長 予算書上でよろしいでしょうかね。 

  答弁お願いします。 

  三浦課長補佐。 

○三浦保険医療課課長補佐兼国保年金係長 料率につきましては、先ほど課長から、市町の

算定方式での標準保険料率を答えさせていただいております。一人当たりの負担につきま

しても、現在、13万1,086円というのが保険料収納必要額の一人分になりますので、昨年

度と比較すると254円増額になります。 

  以上でございます。 

○北地委員長 山本委員。 

○山本委員 約13万円を４人家族なら４倍するわけ、それが年間の保険料になるというのが

この予算書上の金額になるわけ、４人家族ならどうなるの。 

○北地委員長 松重課長。 

○松重保健医療課長 先ほど申しました13万1,086円、こちらは収納必要額を全被保険者数

で割っておりますので、一人分ということにはなるんですが、それが４人家族だから掛け

る４になるかというと、そういうわけではないです。ただ、今の本算定の中で所得割率等

は出ておりますので、試算はできないこともないと思うんですが、今のところその数字は

持っておりませんので、今申し上げました一人当たりの金額と保険料率のみを、済みませ

ん、お答えさせていただいております。 

○北地委員長 山本委員。 

○山本委員 とれるじゃろうもんね、よくわからんけど。一人当たり13万1,086円だったの

が、254円上がるというんでしょう。だから13万1,086円プラスの254円かといったら、そ

うじゃないでしょう。新年度。そんなことじゃないと私は理解しとるんじゃが、そういう

ことでいいんですか。 

○北地委員長 三浦課長補佐。 

○三浦保険医療課課長補佐兼国保年金係長 13万1,086円というのが今年度の一人当たりの

保険料収納必要額でございます。集めるべき額が一人当たりその額ということですね。で

すから実際の賦課に当たりましては、また収納率を割り戻して集まるように賦課をしてい
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きますので、相当違う金額にはなってこようかと思います。４人当たりといいますと、や

はり一人当たりの集めるべき額が13万1,086円、これが254円上がった額になりますので、

昨年は13万832円でございました。それが254円上がりまして、13万1,086円、４人当たり

になりますと、一人当たりの保険料収納必要額の４人分と、お答えできるのが今の数字か

なと思います。実際の賦課はまた数字が変わってきますので、それは６月ぐらいにお示し

できるのかなと思います。 

  以上です。 

○北地委員長 山本委員。 

○山本委員 国民健康保険加入者の皆さんと私も接点を持っておりますが、新年度、国民健

康保険料は254円しか値上がりしませんよと、こういう説明を前提に、しかしほかの段階

では、この254円は500円になるかもわからん、600円になるかもわからんと、こういう説

明でいいというわけですか。我々もまちを歩けば、いろんな人と出くわすこともあるし、

呼びとめられてそういうことを聞かれる場合があるわけですから。議員としてそこのとこ

ろがよくわからんよと、市役所に行って聞きなさいというわけにはいかんので、その場で

聞かれれば、できる範囲のことは説明をしないといけないしね、だから聞いとるんで。だ

から我々がそういう疑問を持ったり、国民健康保険料が高いということで悩んでおられる

方から質問を受けたりした場合に、やっぱり正しく説明ができるようにしないといけない

し、皆さんの声をこういう審議を通じてできるだけ生かしてあげたいと思うから、質疑を

通じていろいろ意見を述べたり、要望を述べたりしてるので、そう受けとめてもらって、

整理をして、もう一回答弁してください。 

○北地委員長 三原部長。 

○三原市民生活部長 保険料なんですけど、昨年の所得がまだ固まっていない、今、確定申

告期限が延長されましたけど、終わっていない状況ですので、実はその人その人によって

違ってくるんですね。今、国保年金係長のほうからも回答がありましたように、254円上

がるよと、だから多少上がる方向にあるというのは事実なんですけども、その方の所得が

去年と全く一緒かといったら、これはわからないので、だから答えにつまっているという

のが実際です。 

  市役所に行ってもらったらいいよと、本当に言ってもらって結構です。その人、その人

で状態が違いますから、言ったことがそのとおりになるかどうかってわからないんですね。

市民税務課のほうに来てもらって、どのぐらいの額になるかというのは、今はまだわから

ないですよ。賦課されてわかってきますから、個人のことを聞いてもらったほうがより正

確な数字が言えるということで、誤解もない、勘違いもないということで済もうかと思い

ますので、大変申しわけないんですけど、そのようにしていただけたらと思います。 

○北地委員長 よろしいですか。 

  他に質疑はございませんか。 

  議長。 

○細川委員 介護保険事業について１点教えてください。324ページですかね。介護予防・

生活支援サービス事業、よくわかっていないんですけど、去年、シルバー人材センターの
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ほうに、軽度の方を中心にした訪問型サービスＢを始めるといった御報告をいただいてい

ると思うんですけども、これの利用状況はどんなふうになっていますでしょうか。またこ

としの見込みを教えてください。 

○北地委員長 元田係長。 

○元田地域介護課地域支援係長 年度の途中から事業をスタートしたんですけど、３月１日

時点では、１名の方です。 

今後の見通しなんですけども、今後はまだプランニングをするケアマネジャーのほうも

まだ始まったばかりで、一体どういうふうに進めていっていいのかというのがまだどうし

ていったらいいのかなというふうな状況だと思います。しっかりケアマネジャーにも周知

をして、このサービスが必要となる方には的確にプランニングしていただくようにこちら

も努めていきたいと考えております。 

  以上です。 

○北地委員長 議長。 

○細川委員 １人というのは、せっかく始めていただいたのに残念なんですけども、ケアマ

ネジャーに対する周知が少し足りなかったんじゃないかといったことですので、しっかり

周知をして、来年度はしっかり使っていただけるようにと思うんですけども、今、この訪

問型サービスＢもそうなんですけども、先ほど地域の中でいきいき百歳体操を中心とした

集いの場、そういうのをつくっていきたいというのを、これは地域包括ケアシステムです

か、あのあたりが言われてからずっと、歩いて行けるぐらいの距離に集いの場でお互いの

支え合いができるように、というふうに言われていると思うんですけども、先ほど19カ所

というのはいま一つ伸び悩んでいるとおっしゃっていましたが、そこら辺は何か私どもで

も後押しできることがあるんだろうかというあたりで、何が原因か、次の年度はどこらあ

たりまでいきたいと思っていらっしゃるのか教えてください。 

○北地委員長 佐伯課長。 

○佐伯地域介護課長 19件という数字が確かに伸び悩んでおります。５人以上の集まりがあ

れば、そちらのほうで始められると、ＤＶＤを見ながら、先ほど、初回とか３カ月、６カ

月、節目には専門職も入って指導なり検証なりをするんですが、先ほど申しました週に１

回の活動は運動を主に、ＤＶＤを見ながらというところで、ただＤＶＤを視聴するための

テレビなり機器が必要であるとか、あと椅子を用いるので椅子があればということで、こ

の２つがあればということを条件に、ただ５人以上の方があれば市の職員が赴いてどのよ

うにしてやっていくのかといった指導といっていいのかな、そういう働きかけはしますよ

ということで、いろいろ広報に載せたりとかはしてはいるんですけど、話があればもちろ

んすぐに職員も参って行くんですけど、なかなか最近そういったお話をいただく機会が少

なくなったかなと。ある程度市内全域に、自治会なりとか、一度お声がけをして反応があ

った結果が今の19件かなと思っておりまして、また再度、広く周知を図っていく必要があ

ると思っておりますが、そういったいろいろな機会を捉えて、始めてはどうですかといっ

た周知を行っていきたいとは思っております。 

  以上です。 
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○北地委員長 議長。 

○細川委員 介護保険制度だけじゃなくて、全てがそうだと思うんですけども、１回声がけ

しただけでは、１回、２回と言わず、常に新しい声がけというか、考えていかないとなか

なか人って乗ってくれませんので、同じことをしてもだめだと思うんですよね。だから例

えば社会福祉協議会とか、そういった地域をよく知っていらっしゃる方と協力しながら、

工夫をしていただければと思います。 

  まさに先ほどから新型コロナウイルスのこととかで問題になっていて、なかなか買い物

にいけないとかありますけれども、そういった支え合いを地域でつくっていくのがこの狙

いだったと思うんですよね。職員の方が直接出向かなくても、地域の中で助け合いができ

る制度ができていれば、安心して自宅で暮らすことができると思いますので、来年度ぜひ

期待しておりますので、よろしくお願いします。 

○北地委員長 他に質疑はございませんか。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○北地委員長 以上で、日程第２、議案第２号令和２年度大竹市国民健康保険特別会計予算、

日程第３、議案第７号令和２年度大竹市介護保険特別会計予算及び日程第４、議案第８号

令和２年度大竹市後期高齢者医療特別会計予算の３件の質疑を終結いたします。 

  説明員の交代がありますので、暫時休憩いたします。 

  再開は16時、港湾施設管理受託特別会計予算の審査から入ります。 

15時47分 休憩 

16時00分 再開 

○北地委員長 それでは委員長から一つだけお願いいたします。質疑、答弁のほうは簡潔明

瞭によろしくお願いいたします。 

  それでは休憩前に引き続き会議を開きます。 

  日程第５、議案第５号令和２年度大竹市港湾施設管理受託特別会計予算を議題といたし

ます。 

  歳入歳出の一括質疑に入ります。 

  １回目の質疑をお願いいたします。質疑はございませんか。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○北地委員長 以上で、第１回目の質疑を終結いたします。 

  ２回目の質疑を行います。質疑はございませんか。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○北地委員長 以上で、第２回目の質疑を終結いたします。 

  ３回目の質疑を行います。質疑はございませんか。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○北地委員長 以上で、日程第５、議案第５号令和２年度大竹市港湾施設管理受託特別会計

予算の質疑を終結いたします。 

  日程第６、議案第６号令和２年度大竹市土地造成特別会計予算を議題といたします。 

  歳入歳出の一括質疑に入ります。 
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  第１回目の質疑を行います。質疑はございませんか。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○北地委員長 以上で、第１回目の質疑を終結いたします。 

  ２回目の質疑を行います。質疑はございませんか。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○北地委員長 以上で、第２回目の質疑を終結いたします。 

  ３回目の質疑を行います。質疑はございませんか。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○北地委員長 以上で、日程第６、議案第６号令和２年度大竹市土地造成特別会計予算の質

疑を終結いたします。 

  説明員の交代をよろしくお願いします。 

〔説明員交代〕 

○北地委員長 それでは会議を継続します。 

  お諮りします。日程第７、議案第９号令和２年度大竹市水道事業会計予算及び日程第８、

議案第10号令和２年度大竹市工業用水道事業会計予算の２件につきましては関連がござい

ますので一括審査としたいと思いますが、これに御異議ございませんか。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○北地委員長 御異議なしと認め、本２件を一括審査といたします。 

  歳入歳出の一括質疑に入ります。 

  第１回目の質疑を行います。質疑はございませんか。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○北地委員長 以上で、第１回目の質疑を終結します。 

  第２回目の質疑を行います。質疑はございませんか。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○北地委員長 以上で、第２回目の質疑を終結します。 

  第３回目の質疑を行います。質疑はございませんか。 

  山本委員。 

○山本委員 水道事業会計については、先般、私は本会議で市長からの説明を聞いておりま

すので、基本的な市としての対応については理解をしているつもりなんですが、とは言っ

ても、県のほうは水道法の改正に伴う立場での広域化、民営化を進めるという姿勢に変わ

りはないわけで、早晩、市としての結論を求められる時期がくるんではないかと思ってお

りますが、今、３月が終わろうとして、新年度が４月１日から始まりますよね。そうする

と来年度、一定の方向づけをするとすれば、この12月ぐらいには市町の態度表明をせざる

を得ないという時期になるのではないかと思うんですが、そうすると時間的には余り余裕

がないと思うんですけど、そういったことで、内部的に、県の主導のもとでのこの広域化、

民営化の問題について、基本的なスタンスをこの場で確認しておきたいんですが、答えが

どういうことになるか聞かせてください。 

○北地委員長 高津局長。 
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○高津上下水道局長 広域連携への参画ということで、おっしゃるとおり、来年度中に一定

の判断を迫られております。実はこの前、生活環境委員協議会のほうでも説明させていた

だきましたが、当初、県のほうでは、広域連携につきましては、全県で全ての自治体が参

画して、スケールメリットになるような、そういう連携を想定しておったんですけども、

御承知のとおり、それぞれの自治体のほうで事情がございまして、早く広域連携したいと

ころもあれば、そうでないところもあるということで、なかなか合意がいまだにできてお

りません。 

  やはりいろいろ事情がありますので、大竹市もやはり今の段階ではどうしても限定的な

広域連携になってしまうというのが予測されますので、やはり今すぐにこれに参画してど

うこうというのは、今の時点で決断するのは時期が早いと、今後のいろんな他の自治体の

状況とかもいろいろ見ながら慎重に判断していく、今はまだそういう時期だと考えており

ます。 

○北地委員長 山本委員。 

○山本委員 そうすると内部での意見集約といいますか、水道事業も入山市長が責任者です

から、庁議等を含めた議論を待って結論を聞かせてもらう時期はいましばらく時間がかか

ると、こういうことですね。 

  それで次の質問ですが、工業用水道事業について、大竹市は取水権を19億円一般会計で

負担をして、これは既に借入金は一般会計で決済済みだと思うんですが、ただ、私が気に

しているのは、給水原価と受水価格がいまだに差があるんじゃが、しかし、予定した受水

をしてもらえないということで、なかなか工業用水道事業の経営の健全化ということにな

らない状態が続いていると思うんですが、現状はどうですか。ただ縦覧をしただけじゃ私

も理解できないので、わかるように説明してもらいたいんですが。 

○北地委員長 北林課長。 

○北林上下水道局業務課長 工業用水道事業の経営状況でございますが、ただいま、今年度、

来年度の２カ年をかけまして、水道事業も公共下水道事業も一緒なんですけど、経営戦略

を策定中でございます。その中におきまして、工業用水道事業に関しましては、大規模な

改修工事は特に予定されておりませんので、今のところ現行の使用料で何とか賄っていけ

るのではないかという考え方でおります。 

  先ほどありました一般会計からの19億円の出資金でございますが、これは工業用水道事

業会計内部でなかなか剰余金も出てまいりませんので、簡単には返済という方向にはいか

ないというのが実情でございます。 

  以上です。 

○北地委員長 他に質疑はございませんか。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○北地委員長 以上で、日程第７、議案第９号令和２年度大竹市水道事業会計予算及び日程

第８、議案第10号令和２年度大竹市工業用水道事業会計予算の質疑を終結いたします。 

  お諮りいたします。日程第９、議案第11号令和２年度大竹市公共下水道事業会計予算、

日程第10、議案第３号令和２年度大竹市漁業集落排水特別会計予算及び日程第11、議案第
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４号令和２年度大竹市農業集落排水特別会計予算の３件につきましては、関連がございま

すので一括審査としたいと思いますが、これに御異議ございませんか。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○北地委員長 御異議なしと認め、本３件を一括審査といたします。 

  歳入歳出の一括質疑に入ります。 

  第１回目の質疑を行います。質疑はございませんか。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○北地委員長 以上で、第１回目の質疑を終結します。 

  第２回目の質疑を行います。質疑はございませんか。 

  山本委員。 

○山本委員 公共下水事業についてお尋ねするんですが、今、雨水排水も兼ねており、合流

式のマンホールは何カ所ありますか。私の生活経験の中で、雨が激しく降って長時間にわ

たる場合、恐らく新町３丁目地域も合流式の場所に当たるんじゃないかと思うんですね。

それでトイレに水が逆流してあふれるということがままあるんです。これは私だけの経験

ではなしに、恐らく合流式のところではそういうふうな経験を持たれた家庭もあるように

聞くんですが。この合流式というのは、以前から雨水排水と汚水排水を区別した排水路を

設けるのが基本になっていると、しかし、大竹市の場合はそうじゃなくて、合流式の地域

を何カ所か設けざるを得ないということで今日に至っていると思うんですが、今、市内で

合流式のところはどことどこですか。雨水と汚水を一緒に排水しよるのは。 

○北地委員長 長久主幹。 

○長久上下水道局工務課主幹兼下水道係長 合流式なんですけども、白石地区がメーンにな

っておりまして、本町地区と新町地区に一部入っております。また、詳しくは上下水道局

に合流式の部分の図面等がございますので、来ていただければ御説明差し上げます。 

  以上です。 

○北地委員長 山本委員。 

○山本委員 それで白石地区と本町地区は２カ所ですか。箇所的に２カ所。何カ所かという

ことを聞いとるんだから、白石地区に２カ所あれば、本町地区に何カ所と言ってもらいた

い。 

○北地委員長 長久主幹。 

○長久上下水道局工務課主幹兼下水道係長 済みません、説明が悪くて申しわけありません
でした。 

  合流地区自体は１地区しかございません。その１地区のメーンが白石地区、一部が本町

地区、新町地区にかかっているという状況です。済みません、説明が悪くて申しわけあり

ませんでした。失礼します。 

○北地委員長 山本委員。 

○山本委員 そうすると合流式のマンホールの設置箇所は２カ所ということやね。そこを聞

いとる。 

○北地委員長 長久主幹。 
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○長久上下水道局工務課主幹兼下水道係長 マンホールの数については今すぐにはわからな

いので、また調べて後ほどお答えします。 

○北地委員長 山本委員。 

○山本委員 さっきお尋ねしたように、雨が長期にわたったり、その家庭の便器に水が逆流

してあふれるという事態がままあると、そのことの解消をどうするかということでお尋ね

をしているのが基本だから、その合流式の解消が難しいとしたら、逆に言ったら、その排

水マンホールをふやすことができればそうしてもらいたいが、ふやしたところで処理能力

には限界があるから、一定の雨水の処理量以上はできんのだから、トイレが逆流するのは

それは仕方がないということなら、どうするかということを考えなきゃいけんのじゃが、

どう理解し、どのような手当が必要だということのお考えがあれば聞かせてもらいたい。 

○北地委員長 中司課長。 

○中司上下水道局工務課長 合流区域の環境の中で、トイレが流れにくいという症状ですけ

ども、大雨のときに合流管渠に雨水がたくさん入ってきて満タンになってしまってトイレ

の水が流れにくくなるという状態だと思います。 

  今年度、小島雨水排水ポンプ場の合流ポンプを直しておりますので、状況を見ながら運

転の方法なども考えながら、今の合流管渠をなるべく流れるように運転管理をしていきた

いと思っています。今年度４月から運転状況を変えながら見ていきたいと思っています。 

○北地委員長 山本委員。 

○山本委員 雨水排水というのは基本的に公共下水道事業のほうの処理責任じゃないわけで

しょう。どうなりますか、一般土木での雨水排水施設を整備するという責任があるのか、

雨水排水についても、今のように一般土木じゃ足りないところは公共下水道事業も責任を

もつということで今きとると思うんですが、主体的には雨水排水はどこが責任をもつんで

すか。 

○北地委員長 中司課長。 

○中司上下水道局工務課長 雨水の幹線水路については、上下水道局のほうで下水道事業と

して整備をしていくことになっております。その他の道路の側溝であるとかいうのは土木

課のほうで整備をしていくということでございます。 

○北地委員長 山本委員。 

○山本委員 もう幹線水路の設置というか、維持管理の目的を私は雨水排水のための水路だ

という理解をしてきたんです。そうすると幹線水路というのは、基本的には小島潮游池に

通じるよね。この潮游池はどこが管理するんですか。ここは上下水道局の公共下水道事業

としてやるんですか、土木課がやるんですか、どっちがやる。 

○北地委員長 中司課長。 

○中司上下水道局工務課長 小島潮游池については上下水道局のほうで管理をしております。

そこにつながっております海へ排水するための小島雨水排水ポンプ等を上下水道局のほう

で運転管理をしておるという状況です。 

○北地委員長 山本委員。 

○山本委員 それで小島潮游池の機能も、潮の干満によって影響を受けるわね。幾ら水路を
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整備したところで満潮時にはポンプで排水することしか方法がないと、ところがポンプ能

力をアップしても、間に合わんような雨量が、時間帯によってはあるわけですから、そう

いう場合には市街地や道路に水があふれるとか、床下浸水が起きるとかいうことになるわ

ね。しかも潮游池は皆さん御存じだと思うんですが、３分の２は洲になって葦が生えて、

あそこの滞水能力は大幅に失われておるんじゃが、そこの土砂の除去もこれは公共下水道

事業が責任をもつんですか。近年、そういう作業をやったことはないですよ。小島潮游池

を見に行ってごらんなさい、３分の２は洲になって、葦が生えてからに、能力、機能を半

減しとる状態ですから。だからそういうことについてどういった責任をもつのか、その対

策費、堆積しておる土砂のしゅんせつは費用的にどのようなことになるか、そんなことは

公共下水道事業のほうで現実を踏まえた対応策を検討されるの、どうなの。 

○北地委員長 中司課長。 

○中司上下水道局工務課長 小島潮游池でございますけども、上流の水路から雨水等が流下

してきて、一部、小島潮游池の池の高さが下がってしまったところ、また土砂が堆積した

というところがございますけども、現時点では雨水排水ポンプの排水能力に影響を与える

ような潮游池の貯留能力の低下とか、ポンプ排水を阻害するような土砂の堆積状況にはな

っていないと判断をしております。 

  来年度、小島潮游池内の小島汚水中継ポンプ場のところから、小島雨水排水ポンプ場、

海へ出すためのポンプがありますけども、そこの間に繁茂しておる葦の一部になりますけ

ども、一定幅で除去をすると、新町南栄から流入してくる、雨水幹線水路からの排水を小

島雨水排水ポンプ場のほうへ真っすぐ流れるような形で、河床の掘削整地を行う予定とし

ております。この費用については、ポンプ場費の中へ、小島潮游池の葦を撤去する費用と

して設備等修繕費の中に1,300万円ほど計上しております。 

  以上です。 

○北地委員長 山本委員。 

○山本委員 それで新年度、小島雨水排水ポンプ場の整備事業として、1,200ミリメートル

ですかね、新たにポンプを増設するという予算計上をされておりますよね。それでそれが

実現すると小島雨水排水ポンプ場のポンプは能力的に900ミリメートルが何基で1,200ミリ

メートルが何基でということがわかれば聞かせてください。 

○北地委員長 長久主幹。 

○長久上下水道局工務課主幹兼下水道係長 小島雨水排水ポンプ場の件なんですけども、来

年度、小島雨水排水ポンプ場の一番古いポンプ、１号ポンプは約30年経過しているんです

けれども、そちらの調査分析業務というものを実施する予定です。ストックマネジメント

では更新という形もあったんですけれども、現地のほうの目視調査をしてみたところ、外

観がかなり正常で劣化が少ないということで、来年度に分解調査、あとオーバーホール的

なものも部品交換もやっていこうと思っております。 

  現在、小島雨水排水ポンプ場は1,200ミリメートルが４基設置されております。 

  以上です。 

○北地委員長 山本委員。 
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○山本委員 だから増設は今のところ執行しないと、それで1,200ミリメートルの４基のう

ち古いのがあるが、それは今から状態を見て考えるということですね。 

○北地委員長 中司課長。 

○中司上下水道局工務課長 今もお話がございましたとおり、既設のポンプのオーバーホー

ル、修繕をするということで、新たにポンプを増設するということではございません。 

○北地委員長 他に質疑はございませんか。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○北地委員長 以上で、第２回目の質疑を終結します。 

  第３回目の質疑を行います。質疑はございませんか。 

  小田上副委員長。 

○小田上委員 済みません、２点だけお願いします。121ページの収益的支出の不明水処理

費に充当というところの金額が、平成30年度から平成31年度の予算にかけて上がって、令

和２年度は約100万円増ぐらいなんですけど、この算出の方法ですよね、どのようにこの

金額を算出されているかというところを教えてください。 

  あと123ページ、公共下水道誤接調査業務委託料で100万円なんですけど、平成30年度は

74万円ついていたようなんですけど、平成31年度、令和元年度はなしというところで、ど

こが範囲になるのか、これからどのような調査をしていくという計画がもしあるようであ

れば教えてください。 

○北地委員長 長久主幹。 

○長久上下水道局工務課主幹兼下水道係長 123ページの公共下水道誤接調査業務委託料に

ついて説明させていただきます。 

  昨年度、ちょうど市役所の隣の小方地区の団地について、今の雨水桝、汚水桝を一カ所

ずつお宅のほうを訪問させていただいて、調査させていただきました。何件か雨水桝が汚

水管につながったりとか、汚水桝が雨水管につながったりとかというところがございまし

た。それについては、順次御指導させていただいたり、溝渠のほうが原因でしたらうちの

ほうで直させていただいております。主に、昔、浄化槽があって、そこから公共下水道に

切りかえたときに、そういう誤接が発生しているという状況です。 

  来年度なんですけれども、誤接調査を今、玖波地区において、湯舟団地または玖波８丁

目の団地等、今、御説明させていただいた浄化槽から切りかえたようなところを主に誤接

調査をさせていただきたいと思います。 

  あと、玖波の各汚水中継ポンプ場、第一、第二とございますけれども、そちらのほうに

もカウンター等を設置して、雨の日と晴れの日の公共下水道への流入等を調査して、誤接

のほうを調査していきたいと思っております。 

  以上です。 

○北地委員長 横峰係長。 

○横峰上水道局総務課総務係長 不明水につきましては、許容量というのを決めておりまし

て、それを超えた分につきまして、一般会計が負担しております。 

○北地委員長 どうぞ。 
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○岸菜上下水道局総務課主任 上下水道局の岸菜と申します。 

  不明水についてですけども、毎年、総務省のほうから繰り出し規準というものが示され

ます。一般会計が負担すべきものを示したものなんですけども、それで不明水の許容量、

毎年これぐらいは不明水として、地下水であったり、そういったものが入ってくるという

ものを決めましょうということになってまして、それを毎年、上下水道局で算定していま

す。それを実際に決算ベースで不明水というものが許容量を超えた部分については、本当

にどこから入ってきているかわからないということで、そこは一般会計が負担しましょう

というルールになっていますので、毎年一般会計のほうから負担金をいただいているとい

う状況です。 

  以上です。 

○北地委員長 小田上副委員長。 

○小田上委員 ありがとうございます。多分、雨の関係とか、不明水も平成30年度から変わ

ってきたのかなとか思ったりするんですけど、わかりました。 

  誤接のほうなんですけど、今、合併浄化槽から変わって、新しくつけられているところ

とかもありますよね。これとかはもう安心していて大丈夫なんですか、新しくなっている

ところは。 

○北地委員長 長久主幹。 

○長久上下水道局工務課主幹兼下水道係長 現在は排水設備の確認申請ということで、全て

図面にて審査させていただいてから、現場にて職員が水道とともに確認をさせていただき、

合格になる。ということでやらせていただいております。 

  以上です。 

○北地委員長 小田上副委員長。 

○小田上委員 ありがとうございます。だったら終わりが見えそうな気がするんですが、い

つごろ終わりが見えるみたいなものがありますか。 

○北地委員長 中司課長。 

○中司上下水道局工務課長 この不明水なんですけど、各家屋からの雨水、汚水の接続間違

いだけでなくて、道路とか水路の下のほうにある管路からの不明水の流入等もあって、一

朝一夕ですぐに不明水が解消するという状況ではございません。かなり不明水というのは

入ってきていますので、実際にどこからきているのかというのはなかなか判断がつかない

というところもございます。時間はかかると思います。 

○北地委員長 小田上副委員長。 

○小田上委員 済みません、不明水はオーケーなんですけど誤接調査のほうです。これは終

わりが見えるのかどうかというところなんですけど、計画があるかどうかもお願いします。

これで最後なので。 

○北地委員長 長久主幹。 

○長久上下水道局工務課主幹兼下水道係長 誤接調査に関しては、当然終わりが見えるとこ

ろがございます。今、私どもが先ほど言いました玖波地区の２地区以外にもまだあるんで

すけども、職員でも確認をして、疑わしいところがあれば調べるようにはしておるんです
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けれども、今のところ対象は玖波地区が２地区でございます。これでもしこれ以上なけれ

ばこれで終了ということにもなります。 

  以上です。 

○北地委員長 他に質疑はございませんか。 

  議長。 

○細川委員 土木費のほうでもお尋ねしたんですけども、新町雨水排水ポンプ場の件なんで

すけども、小瀬川左岸への排出管について国土交通省との協議の進捗状況があれば教えて

ください。 

○北地委員長 中司課長。 

○中司上下水道局工務課長 以前も質問の中で新町雨水排水ポンプ場の協議状況はどうだろ

うかという話でございました。今年度は小瀬川の放流箇所に関係します河川管理者との協

議を行ったということです。それ以降ですね、特に大きく協議が進んでおるという状況で

はございません。 

○北地委員長 議長。 

○細川議長 あまり進んでいないということですが、これは来年度の予算ですので、来年度、

協議予定はございますか。 

○北地委員長 中司課長。 

○中司上下水道局工務課長 来年度、令和２年の新町雨水排水ポンプ場関連の予算について

でございますけども、具体に新町雨水排水ポンプ場整備という事業に上げて予算計上して

おるわけではございませんけども、ポンプ場費の中に調査検討業務委託料ということで

300万円ほど予算計上しております。 

  これは新町雨水排水ポンプ場の予定地から雨水排水口となります小瀬川までの管路、ル

ートについて、既存の資料等、地下埋設物等の状況等も確認しながら、どういったルート

が本当にいいのかというところを比較検討したいと考えております。 

  以上です。 

○北地委員長 他に質疑はございませんか。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○北地委員長 以上で、日程第９、議案第11号令和２年度大竹市公共下水道事業会計予算、

日程第10、議案第３号令和２年度大竹市漁業集落排水特別会計予算及び日程第11、議案第

４号令和２年度大竹市農業集落排水特別会計予算の質疑を終結いたします。 

  以上をもちまして、全ての会計の質疑を終結いたします。 

  これより、議案第１号令和２年度大竹市一般会計予算の討論に入ります。討論はござい

ませんか。 

  山本委員。 

○山本委員 一般会計については反対の立場で意見を述べておきたいと思います。 

  それでこの４日間、審査に当たりましては、私自身、各款、項、目にわたって相当数の

事業、執行者が予定されている新年度に当たっての施策について質問をさせていただきま

した。だから細かくここでそういったことに触れた意見を述べるのは時間的にも遠慮しま
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すが、基本的に反対の理由として１、２触れておきたいことは、一般会計については、一

つは教育委員会のほうで予定されている放課後児童クラブを民間へ委託すると、教育の一

環としての位置づけだということをおっしゃいながらも、民間へ委託するなんていうのは、

教育の手抜きですから、最近、何でもかんでも民間委託すればいいという風潮が強まって

おりますけれども、それは間違いだと思うんですね。そういったことで、この民間委託の

問題。 

  それから２つ目には、事業そのものが市がやるわけではありませんが、市の姿勢として

心配なことを市長みずから指摘をされますけれども、結局は谷和地区における大型メガソ

ーラーの事業を容認するということを事実上認めておられます。しかし、予算書に上がっ

ているのは、地産地消の視点でのエネルギーの再生、太陽光発電を含めた、そういうこと

に積立金まで用意するということですから、私はむしろああした大型メガソーラーの開発

に県とは言えども、容認したことについては市として明確な態度、やるべきではないとい

う谷和地区の皆さんをはじめ、市民の皆さんが心配される事柄について、しっかりした態

度をとってもらいたいということを申し上げて、一般会計については、詳細については本

会議で述べさせていただきます。 

  冒頭申し上げたように、一般会計は以上のようなことで反対です。 

○北地委員長 他に討論はございませんか。 

  和田委員。 

○和田委員 私は一般会計では賛成の立場で討論いたします。 

  令和元年度に比べて、令和２年度の予算は約28億円の増加となっています。これは教育

費は大竹会館改築等事業などで、約15億8,000万円の増額、民生費では市立保育所等整備

事業などで、約９億1,000万円の増額、土木費では大竹駅周辺整備事業などで、約３億

1,000万円の増額という大型事業が主なもので、各大型事業が期日までに完成できますよ

うお願いして、賛成討論といたします。 

○北地委員長 他に討論はございませんか。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○北地委員長 以上で、令和２年度大竹市一般会計予算の討論を終結いたします。 

  これより、議案第１号令和２年度大竹市一般会計予算を起立により採決いたします。 

  本件を原案のとおり可決すべきものと決することに賛成の委員の起立を求めます。 

〔賛成者起立〕 

○北地委員長 起立多数であります。 

  よって、本件は原案のとおり可決すべきものと決しました。 

  続きまして、日程第２、議案第２号令和２年度大竹市国民健康保険特別会計予算から日

程第11、議案第４号令和２年度大竹市農業集落排水特別会計予算に至る10件の一括討論に

入ります。討論はございませんか。 

  山本委員。 

○山本委員 今、国民健康保険特別会計にしましても、介護保険特別会計にしましても、後

期高齢者医療特別会計にしましても、新年度新たな負担がまた市民の皆さんに課せられる
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という予算です。私は今、国のほうでは歳出の削減の一つの狙い撃ちが、社会保障制度、

特にこの医療関係におかれているということを感じております。何も国民健康保険や介護

保険や後期高齢者医療に加入されている皆さんに負担をさせなくても、財政運営を民主的

に、能力がある大手企業の税金を安くするよりか、こうした分野への予算の振り向けをす

べきだということを強く思っております。 

  地方でそういう声もなしに国の言うとおりに何でもかんでも決めるということでは全然

政治も変わらないし、主権者たる有権者の声も生かされないから、たとえ私一人でもそう

いう声があるということを上にも届けてもらいたいということを願って、国民健康保険特

別会計、介護保険特別会計、後期高齢者医療特別会計の３件に反対します。 

○北地委員長 他に討論はございませんか。 

  網谷委員。 

○網谷委員 私は令和２年度当初予算、全ての特別会計におきまして、賛成の立場で討論を

させていただきます。 

  国民健康保険の運営が平成30年度より県単位化されましたが、６年間の緩和措置を経て、

令和６年度より完全実施になる模様ですが、大竹市においては、若干の保険料の上昇が予

想されますが、これからのますますの少子高齢化の進展に伴い、厳しい財政運営になろう

かと思いますが、これも一助になるものと思われます。 

  そうしたことを踏まえまして、そのほか全ての特別会計も含めまして、令和２年度特別

会計の当初予算の賛成討論とさせていただきます。 

○北地委員長 他に討論はございませんか。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○北地委員長 以上で、本10件に対する討論を終結いたします。 

  これより採決に入ります。議案第２号令和２年度大竹市国民健康保険特別会計予算、議

案第７号令和２年度大竹市介護保険特別会計予算、議案第８号令和２年度大竹市後期高齢

者医療特別会計予算の３件を除く７件を一括採決いたします。 

  本７件を原案のとおり可決すべきものと決することに御異議ございませんか。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○北地委員長 御異議なしと認めます。 

  よって本７件は原案のとおり可決すべきものと決しました。 

  議案第２号令和２年度大竹市国民健康保険特別会計予算を起立により採決いたします。 

  本件を原案のとおり可決すべきものと決することに賛成の方の起立を求めます。 

〔賛成者起立〕 

○北地委員長 起立多数であります。 

  よって本件は原案のとおり可決すべきものと決しました。 

  議案第７号令和２年度大竹市介護保険特別会計予算を起立により採決いたします。 

  本件を原案のとおり可決すべきものと決することに賛成の方の起立を求めます。 

〔賛成者起立〕 

○北地委員長 起立多数であります。 
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  よって本件は原案のとおり可決すべきものと決しました。 

  議案第８号令和２年度大竹市後期高齢者医療特別会計予算を起立により採決いたします。 

  本件を原案のとおり可決すべきものと決することに賛成の方の起立を求めます。 

〔賛成者起立〕 

○北地委員長 起立多数であります。 

  よって本件は原案のとおり可決すべきものと決しました。 

  以上で全ての会計の審査を終了いたしました。 

  閉会に当たり、市長から挨拶をお願いいたします。 

○入山市長 大変長時間にわたり、慎重な御審議をいただきまして大変ありがとうございま

す。また全ての案件につきまして、ご承認をいただきました。本当に心より感謝申し上げ

ます。ありがとうございました。 

○北地委員長 ありがとうございました。 

  それでは委員長、副委員長のほうから御挨拶を申し上げます。 

  何分にも私も委員長が初めてということで、小田上副委員長も初めてということで、大

変ふなれな委員会運営でしたが、皆様の御協力をいただきまして、委員の皆様をはじめ、

執行部の皆様、職員の皆様、本当にありがとうございました。大変御迷惑をかけましたが、

ありがとうございました。感謝しております。 

  この４日間皆さんで審査した内容をしっかりと今年度の予算執行に当たっては生かして

いただきたいと思います。 

  よろしくお願いいたしまして、御挨拶といたします。本当にありがとうございました。 

  これにて、予算特別委員会を閉会いたします。 

  お疲れさまでした。ありがとうございました。 

 

16時50分 閉会 

 

 


